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(57)【要約】
　患者のための温度測定プローブを提供する。このプロ
ーブはセンサ組立体を含み、複数の患者部位に関する温
度情報を含む温度マップを作成する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　近位部及び遠位部を含む細長い部材と、
センサ組立体と、
を備えた患者のための温度測定プローブであって、
　複数の患者部位に関する温度情報を含む温度マップを生成するように構成及び配置され
た、温度測定プローブ。
【請求項２】
　前記細長い部材の遠位部に対して相対的に直角に位置する複数の患者部位に関する温度
マップを生成するように構成及び配置された請求項１に記載のプローブ。
【請求項３】
　遠位端を備え、前記遠位端に対して遠位側に位置する複数の患者部位に関する温度マッ
プを生成するように構成及び配置された、請求項１に記載のプローブ。
【請求項４】
　遠位端を備え、前記遠位端に対して遠位側に位置する少なくとも１つの患者部位、及び
、前記細長い部材の遠位部に対して相対的に直角に位置する少なくとも１つの患者部位に
関する温度マップを生成するように構成及び配置された、請求項１に記載のプローブ。
【請求項５】
　前記遠位部が患者の身体内に配置されるように構成及び配置された請求項１に記載のプ
ローブ。
【請求項６】
　前記遠位部が身体管腔内に配置されるように構成及び配置された請求項５に記載のプロ
ーブ。
【請求項７】
　前記身体管腔が食道である請求項６に記載のプローブ。
【請求項８】
　心臓アブレーション処置中に食道の温度をモニタするように構成及び配置された請求項
７に記載のプローブ。
【請求項９】
　前記近位部が第１の端部を含み、前記第１の端部がコネクタを含む請求項１に記載のプ
ローブ。
【請求項１０】
　前記コネクタが電気コネクタを含む請求項９に記載のプローブ。
【請求項１１】
　前記コネクタが光ファイバコネクタを含む請求項９に記載のプローブ。
【請求項１２】
　前記細長い部材の少なくとも一部が魔法瓶構造を含む請求項１に記載のプローブ。
【請求項１３】
　前記センサ組立体が、温度マップ生成中の前記複数の患者部位との接触を回避するよう
に構成されている請求項１に記載のプローブ。
【請求項１４】
　前記遠位部が長手方向軸線を有し、前記複数の患者部位が前記軸線に対して相対的に直
角に位置付けられる請求項１に記載のプローブ。
【請求項１５】
　前記遠位部が長手方向軸線を有し、前記複数の患者部位が前記軸線に対して相対的に平
行に位置付けられる請求項１に記載のプローブ。
【請求項１６】
　前記センサ組立体が赤外センサを含む請求項１に記載の方法。
【請求項１７】
　前記センサ組立体が受動型赤外センサを含む請求項１６に記載の方法。
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【請求項１８】
　前記センサ組立体が能動型赤外センサを含む請求項１６に記載の方法。
【請求項１９】
　前記センサ組立体が、赤外光検出器及び／又はその他の赤外センサ、熱電対、熱電対列
（例えばボロメータ）、サーミスタ、サーモクロミック要素、高温計、液晶（例えばサー
モトロピック液晶）、及びこれらの組合せから成る群から選択されるセンサタイプを含む
請求項１に記載のプローブ。
【請求項２０】
　前記センサ組立体が、前記複数の患者部位の生理学的変化を検出するように構成及び配
置されている請求項１に記載のプローブ。
【請求項２１】
　前記生理学的変化が色の変化である請求項２０に記載のプローブ。
【請求項２２】
　前記生理学的変化が細胞構造の変化である請求項２０に記載のプローブ。
【請求項２３】
　前記細胞構造の変化が細胞構造の拡大である請求項２２に記載のプローブ。
【請求項２４】
　前記記生理学的変化が導電率の変化である請求項２０に記載のプローブ。
【請求項２５】
　前記記生理学的変化が密度の変化である請求項２０に記載のプローブ。
【請求項２６】
　前記記生理学的変化が前記複数の組織部位の絶対温度に相互関連している請求項２０に
記載のプローブ。
【請求項２７】
　前記記生理学的変化が温度の変化に相互関連している請求項２０に記載のプローブ。
【請求項２８】
　前記センサ組立体が、組織により生成された物質を検出するように構成及び配置されて
いる請求項１に記載のプローブ。
【請求項２９】
　前記センサ組立体が、色の変化を検出するように構成及び配置されている請求項２８に
記載のプローブ。
【請求項３０】
　前記組織により生成された物質が、細胞死及び／又は細胞損傷中に生成された物質であ
る請求項２８に記載のプローブ。
【請求項３１】
　前記組織により生成された物質がガスである請求項２８に記載のプローブ。
【請求項３２】
　前記組織により生成された物質が煙である請求項２８に記載のプローブ。
【請求項３３】
　前記センサ組立体が単一のセンサを含む請求項１に記載のプローブ。
【請求項３４】
　前記単一のセンサを回転させるように構成及び配置された請求項３３に記載のプローブ
。
【請求項３５】
　前記単一のセンサに機械的に取り付けられたファイバをさらに含み、前記プローブ組立
体が前記ファイバを回転させるように構成及び配置されている請求項３４に記載のプロー
ブ。
【請求項３６】
　前記単一のセンサを、１８０度より大きい角度の円弧にわたって回転させるように構成
及び配置された請求項３４に記載のプローブ。



(4) JP 2014-508547 A 2014.4.10

10

20

30

40

50

【請求項３７】
　前記単一のセンサを、１８０度未満の角度の円弧にわたって回転させるように構成及び
配置された請求項３４に記載のプローブ。
【請求項３８】
　前記単一のセンサを、９０度より大きい角度の円弧にわたって回転させるように構成及
び配置された請求項３４に記載のプローブ。
【請求項３９】
　前記単一のセンサを往復運動で回転させるように構成及び配置された請求項３４に記載
のプローブ。
【請求項４０】
　前記単一のセンサを軸方向に移動させるように構成及び配置された請求項３３に記載の
プローブ。
【請求項４１】
　前記単一のセンサを往復運動で移動させるように構成及び配置された請求項４０に記載
のプローブ。
【請求項４２】
　前記センサ組立体が、順次記録された一連の温度測定値を同時に表示することにより複
数の患者部位の温度マップを生成するように構成及び配置されている請求項１に記載のプ
ローブ。
【請求項４３】
　順次記録された前記一連の温度測定値が、前記センサ組立体を移動させている間に記録
される請求項４２に記載のプローブ。
【請求項４４】
　さらに、１以上の移動するレンズ、又は、形状変化するレンズを含む請求項４２に記載
のプローブ。
【請求項４５】
　さらに、１以上の移動するミラー、又は、形状変化するミラーを含む請求項４２に記載
のプローブ。
【請求項４６】
　さらに、第２のセンサ組立体を備えた請求項１に記載のプローブ。
【請求項４７】
　前記第２のセンサ組立体が、前記第１のセンサ組立体とは異なる構造を含む請求項４６
に記載のプローブ。
【請求項４８】
　前記第２のセンサ組立体がセンサのアレイを含む請求項４６に記載のプローブ。
【請求項４９】
　前記第２のセンサ組立体が赤外センサのアレイを含む請求項４８に記載のプローブ。
【請求項５０】
　前記センサ組立体がセンサのアレイを含む請求項１に記載のプローブ
【請求項５１】
　前記センサのアレイを回転させるように構成及び配置された請求項５０に記載のプロー
ブ。
【請求項５２】
　１８０度より大きい角度、１８０度未満の角度、及び、９０度未満の角度のうちの１以
上の円弧にわたって前記センサのアレイを回転するように構成及び配置された請求項５１
に記載のプローブ。
【請求項５３】
　前記センサのアレイが線形のセンサアレイである請求項５０に記載のプローブ。
【請求項５４】
　前記線形のセンサアレイの長さが少なくとも２インチである請求項５３に記載のプロー
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ブ。
【請求項５５】
　前記線形のセンサアレイの長さが少なくとも３インチである請求項５３に記載のプロー
ブ。
【請求項５６】
　さらにレンズを備えた請求項５０に記載のプローブ。
【請求項５７】
　前記レンズが、前記センサアレイ上にエネルギを集束させるように構成及び配置されて
いる請求項５６に記載のプローブ。
【請求項５８】
　前記レンズが、前記センサアレイ上に赤外放射を集束させるように構成及び配置されて
いる請求項５７に記載のプローブ。
【請求項５９】
　前記センサ組立体の少なくとも一部が前記細長い部材の遠位部に配置されている請求項
１に記載のプローブ。
【請求項６０】
　前記センサ組立体の前記少なくとも一部を回転及び／又は軸方向並進移動させるように
構成及び配置された請求項５９に記載のプローブ。
【請求項６１】
　前記センサ組立体の前記少なくとも一部が集積回路設計を含む請求項５９に記載のプロ
ーブ。
【請求項６２】
　さらにレンズを備えた請求項５９に記載のプローブ。
【請求項６３】
　前記レンズが赤外透過レンズを含む請求項６２に記載のプローブ。
【請求項６４】
　さらに、前記センサ組立体の少なくとも一部から前記細長い部材の前記近位部まで延在
する情報伝達導管を含む請求項５９に記載のプローブ。
【請求項６５】
　前記伝達導管がエネルギを伝達するように構成及び配置されている請求項６４に記載の
プローブ。
【請求項６６】
　前記伝達導管がデータを伝達するように構成及び配置されている請求項６４に記載のプ
ローブ。
【請求項６７】
　前記伝達導管が１以上の光ファイバを含む請求項６４に記載のプローブ。
【請求項６８】
　前記伝達導管が１以上の導電体を含む請求項６４に記載のプローブ。
【請求項６９】
　前記センサ組立体の少なくとも一部が前記細長い部材の遠位部に配置されていない請求
項１に記載のプローブ。
【請求項７０】
　前記センサ組立体の少なくとも一部が前記細長い部材の近位部に配置されている請求項
６９に記載のプローブ。
【請求項７１】
　前記センサ組立体の少なくとも一部が前記細長い部材の近位部の付近に配置されるよう
に構成及び配置されている請求項６９に記載のプローブ。
【請求項７２】
　遠位端を備え、前記遠位端の遠位側に位置する複数の患者部位に関する温度マップを生
成するように構成及び配置されている請求項６９に記載のプローブ。
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【請求項７３】
　前記細長い部材の遠位部に対して相対的に直角に位置する複数の患者部位に関する温度
マップを生成するように構成及び配置されている請求項６９に記載のプローブ。
【請求項７４】
　さらに、前記細長い部材の遠位部にレンズを備えている請求項６９に記載のプローブ。
【請求項７５】
　さらに、前記細長い部材の遠位部と前記センサ組立体の前記少なくとも一部との間に延
在する伝達導管を含む請求項６９に記載のプローブ。
【請求項７６】
　前記伝達導管が中空の管を含む請求項７５に記載のプローブ。
【請求項７７】
　前記伝達導管が、さらに、少なくとも１つのミラーを含む請求項７６に記載のプローブ
。
【請求項７８】
　前記伝達導管が、さらに、少なくとも１つのレンズを含む請求項７６に記載のプローブ
。
【請求項７９】
　前記伝達導管が中実のシリンダを含む請求項７５に記載のプローブ。
【請求項８０】
　前記伝達導管が単一の光ファイバを含む請求項７９に記載のプローブ。
【請求項８１】
　前記伝達導管が複数の光ファイバを含む請求項７９に記載のプローブ。
【請求項８２】
　前記中実のシリンダが可撓性のシリンダを含む請求項７９に記載のプローブ。
【請求項８３】
　前記プローブが、前記伝達導管を回転させるように構成及び配置されている請求項７９
に記載のプローブ。
【請求項８４】
　さらに、前記細長い部材の近位部に向かって放射線を反射させるように構成された少な
くとも１つのミラーを備えた請求項６９に記載のプローブ。
【請求項８５】
　前記プローブが、前記少なくとも１つのミラーを移動させるように構成及び配置されて
いる請求項８４に記載のプローブ。
【請求項８６】
　前記プローブが、前記ミラーを、回転、軸方向並進移動、及びこれらの運動の組合せの
うちの１以上にて移動させるように構成及び配置されている請求項８５に記載のプローブ
。
【請求項８７】
　前記センサ組立体の少なくとも一部が、回転するように構成及び配置された少なくとも
１つのセンサを含む請求項６９に記載のプローブ。
【請求項８８】
　さらに、少なくとも１つの光ファイバを備えた請求項１に記載のプローブ。
【請求項８９】
　さらに、光ファイバ束を含む請求項８８に記載のプローブ。
【請求項９０】
　前記光ファイバ束がコヒーレントなファイバ束を含む請求項８９に記載のプローブ。
【請求項９１】
　前記少なくとも１つの光ファイバが、ゲルマニウム、ヒ素、セレン、硫黄、テルル、ハ
ロゲン化銀、及びこれらの組合せから成る群から選択される材料から構成される請求項８
８に記載のプローブ。
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【請求項９２】
　前記少なくとも１つの光ファイバが赤外透過ファイバを含む請求項８８に記載のプロー
ブ。
【請求項９３】
　前記少なくとも１つの光ファイバが、赤外放射に対して比較的低インピーダンスのファ
イバを含む請求項８８に記載のプローブ。
【請求項９４】
　前記温度マップが、色の範囲と相互関連した値を有する温度マップを含む請求項１に記
載のプローブ。
【請求項９５】
　前記温度マップが、色合いの範囲と相互関連した値を有する温度マップを含む請求項１
に記載のプローブ。
【請求項９６】
　前記温度マップが、数値の範囲と相互関連した値を有する温度マップを含む請求項１に
記載のプローブ。
【請求項９７】
　前記温度マップが、色相、色、色合い、フォント太字性、フォントタイプ、フォントサ
イズ、及びこれらの組合せの１以上の範囲に相互関連する値を有する温度マップを含む請
求項１に記載のプローブ。
【請求項９８】
　前記複数の患者部位が、患者の組織の単一の連続領域を含む請求項１に記載のプローブ
。
【請求項９９】
　前記複数の患者部位が、患者の組織の複数の連続領域を含む請求項１に記載のプローブ
。
【請求項１００】
　前記複数の患者部位が、複数の不連続の患者組織部位の群を含む請求項１に記載のプロ
ーブ。
【請求項１０１】
　前記複数の患者部位が、比較的単一の面に存在する部位の群を含む請求項１に記載のプ
ローブ。
【請求項１０２】
　前記複数の患者部位が、複数の面に存在する部位の群を含む請求項１に記載のプローブ
。
【請求項１０３】
　さらに、膜を備えた請求項１に記載のプローブ。
【請求項１０４】
　前記膜が前記センサ組立体の少なくとも一部を取り囲んでいる請求項１０３に記載のプ
ローブ。
【請求項１０５】
　前記センサ組立体の少なくとも一部が前記膜上に配置されている請求項１０３に記載の
プローブ。
【請求項１０６】
　前記膜が前記センサ組立体の前記少なくとも一部を含む請求項１０３に記載のプローブ
。
【請求項１０７】
　前記膜が膨張可能である請求項１０３に記載のプローブ。
【請求項１０８】
　さらに、前記温度マップを表示するように構成及び配置されたディスプレイを含む請求
項１に記載のプローブ。
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【請求項１０９】
　さらに、エネルギ発生器を含む請求項１０８に記載のプローブ。
【請求項１１０】
　前記ディスプレイが、エネルギ送達情報及び前記温度マップを表示するように構成及び
配置されている請求項１０９に記載のプローブ。
【請求項１１１】
　前記ディスプレイが、前記温度マップの非数値表示を提供するように構成及び配置され
ている請求項１０８に記載のプローブ。
【請求項１１２】
　前記温度マップの温度が、色、色合い、色相、彩度、輝度、及びこれらの組合せのうち
の１以上における変化により表示される請求項１１１に記載のプローブ。
【請求項１１３】
　前記ディスプレイが、さらに、数値情報を提供するように構成及び配置されている請求
項１１１に記載のプローブ。
【請求項１１４】
　前記ディスプレイが、不連続の温度情報、平均温度情報、最大温度情報、リアルタイム
温度情報、履歴的温度情報、及びこれらの組合せを示す数値情報を提供するように構成及
び配置されている請求項１１３に記載のプローブ。
【請求項１１５】
　前記表示された温度マップの値の範囲を操作者が調整することを可能にするように構成
及び配置されている請求項１０８に記載のプローブ。
【請求項１１６】
　前記ディスプレイが、前記温度マップの数値表示を提供するように構成及び配置されて
いる請求項１０８に記載のプローブ。
【請求項１１７】
　前記ディスプレイが、さらに、さらなる情報を表示するように構成及び配置されている
請求項１０８に記載のプローブ。
【請求項１１８】
　前記さらなる情報が、タイムスタンプ、患者のＩＤ、臨床医のＩＤ、部位、例えば、処
置が行われた部位、前記複数の患者部位の解剖学的部位に関する情報、及びこれらの組合
せから成る群から選択される請求項１１７に記載のプローブ。
【請求項１１９】
　前記ディスプレイが、さらに、心電図情報を表示するように構成及び配置されている請
求項１０８に記載のプローブ。
【請求項１２０】
　前記ディスプレイが、さらに、エネルギ送達情報を表示するように構成及び配置されて
いる請求項１０８に記載のプローブ。
【請求項１２１】
　前記ディスプレイが、さらに、患者の１以上の生理学的パラメータに関する情報を表示
するように構成及び配置されている請求項１０８に記載のプローブ。
【請求項１２２】
　さらに、ユーザインタフェースを備えた請求項１に記載のプローブ。
【請求項１２３】
　前記ユーザインタフェースが、操作者が温度範囲パラメータを調整することを可能にす
るように構成及び配置されている請求項１２２に記載のプローブ。
【請求項１２４】
　前記温度範囲パラメータが、温度範囲に相互関連する色範囲である請求項１２３に記載
のプローブ。
【請求項１２５】
　前記ユーザインタフェースが、操作者が焦点を調整することを可能にするように構成及



(9) JP 2014-508547 A 2014.4.10

10

20

30

40

50

び配置されている請求項１２２に記載のプローブ。
【請求項１２６】
　さらに、アラート要素を備えた請求項１に記載のプローブ。
【請求項１２７】
　１以上のアラートパラメータを調整するように構成及び配置されている請求項１２６に
記載のプローブ。
【請求項１２８】
　前記アラートを現在の温度マップ情報に基づいて作動させるように構成及び配置されて
いる請求項１２６に記載のプローブ。
【請求項１２９】
　前記アラートを累積的な温度マップ情報に基づいて作動させるように構成及び配置され
ている請求項１２６に記載のプローブ。
【請求項１３０】
　前記アラートが、可聴トランスデューサ、視覚トランスデューサ、触覚トランスデュー
サ及びこれらの組合せから成る群から選択される請求項１２６に記載のプローブ。
【請求項１３１】
　さらに、展延性部材を備えた請求項１に記載のプローブ。
【請求項１３２】
　前記展延性部材が、前記細長い部材を身体管腔内に挿入するために操作者が形作ること
を可能にするように構成及び配置されている請求項１３１に記載のプローブ。
【請求項１３３】
　前記細長い部材の遠位部から前記細長い部材の近位部までの管を備えた請求項１に記載
のプローブ。
【請求項１３４】
　前記細長い部材の遠位部が遠位端を含み、前記管が前記遠位端から出ている請求項１３
３に記載のプローブ。
【請求項１３５】
　前記管が膨張管を含む請求項１３３に記載のプローブ。
【請求項１３６】
　前記管が流体送達管を含む請求項１３３に記載のプローブ。
【請求項１３７】
　さらに、前記複数の患者部位、及び／又は、前記複数の患者部位付近の組織を引張って
配置するように構成及び配置された組織テンショナを備えた請求項１に記載のプローブ。
【請求項１３８】
　前記組織テンショナが、膨張可能な膜、例えば膨張可能なバルーン、拡張可能なケージ
、例えば拡張可能なステント、及びこれらの組合せから成る群から選択される部品を含む
請求項１３７に記載のプローブ。
【請求項１３９】
　さらに、組織を前記第１のテンショナとの間で引張って配置するように構成及び配置さ
れた第２の組織テンショナを含む請求項１３８に記載のプローブ。
【請求項１４０】
　さらに、前記組織テンションの内部及び／又は付近に配置されたセンサを含む請求項１
３７に記載のプローブ。
【請求項１４１】
　前記組織テンショナが対向フィンガを含む請求項１３７に記載のプローブ。
【請求項１４２】
　前記組織テンショナが形状記憶材料を含む請求項１３７に記載のプローブ。
【請求項１４３】
　前記組織テンショナが組織を半径方向に引張るように構成及び配置されている請求項１
３７に記載のプローブ。
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【請求項１４４】
　前記組織テンショナが組織を軸方向に引張るように構成及び配置されている請求項１３
７に記載のプローブ。
【請求項１４５】
　前記プローブが挿入される身体管腔の一区画を拡張するように構成及び配置された管腔
拡張器をさらに備えた請求項１に記載のプローブ。
【請求項１４６】
　前記管腔拡張器が、気体、例えば空気、液体、例えば生理食塩水、及びこれらの組合せ
のうちの１以上により拡張されるように構成及び配置されている請求項１４５に記載のプ
ローブ。
【請求項１４７】
　さらに、位置決め組立体を備えた請求項１に記載のプローブ。
【請求項１４８】
　位置決め組立体が、前記プローブの少なくとも一部を管腔のほぼ幾何学的中心に配置す
るように構成及び配置されている請求項１４７に記載のプローブ。
【請求項１４９】
　前記位置決め組立体が、前記プローブの少なくとも一部を、前記複数の患者部位を含む
面に相対的に対向する管腔壁組織面付近に配置するように構成及び配置されている請求項
１４７に記載のプローブ。
【請求項１５０】
　前記位置決め組立体が、センサ組立体の近位側及び／又は遠位側に配置されている請求
項１４７に記載のプローブ。
【請求項１５１】
　前記センサ組立体がレンズを含み、前記位置決め組立体が前記レンズの近位側及び／又
は遠位側に配置されている請求項１５０に記載のプローブ。
【請求項１５２】
　前記位置決め組立体が拡張可能なケージを含む請求項１４７に記載のプローブ。
【請求項１５３】
　前記位置決め組立体がバルーンを含む請求項１４７に記載のプローブ。
【請求項１５４】
　さらに、前記複数の患者部位の少なくとも一部、及び／又は、前記複数の患者部位付近
の部位の温度を変更するように構成及び配置された組織温度変更組立体を含む請求項１に
記載のプローブ。
【請求項１５５】
　前記組織温度変更組立体が、前記複数の患者部位の少なくとも一部を冷却及び／又は加
温するように構成及び配置されている請求項１５４に記載のプローブ。
【請求項１５６】
　前記組織温度変更組立体が、吸熱反応を作動させ、前記複数の患者部位の少なくとも一
部の温度を低減するように構成及び配置されている請求項１５４に記載のプローブ。
【請求項１５７】
　前記組織温度変更組立体が、放熱反応を作動させ、前記複数の患者部位の少なくとも一
部の温度を増大するように構成及び配置されている請求項１５４に記載のプローブ。
【請求項１５８】
　前記組織温度変更組立体が、前記複数の患者部位の少なくとも一部に温度変更流体を送
達するように構成及び配置されている請求項１５４に記載のプローブ。
【請求項１５９】
　前記組織温度変更組立体がペルチェ素子を含む請求項１５４に記載のプローブ。
【請求項１６０】
　前記組織温度変更組立体が冷却流体を送達するように構成及び配置されている請求項１
５４に記載のプローブ。
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【請求項１６１】
　さらに、前記プローブの少なくとも一部の温度を修正及び／又は維持するように構成及
び配置された温度修正組立体を備えた請求項１に記載のプローブ。
【請求項１６２】
　前記温度修正組立体が、前記プローブの一部を冷却及び／又は加温するように構成及び
配置されている請求項１６１に記載のプローブ。
【請求項１６３】
　前記温度修正組立体が、前記プローブの少なくとも一部を通して流体を循環させるよう
に構成及び配置されている請求項１６１に記載のプローブ。
【請求項１６４】
　前記温度修正組立体が２つの同軸管を含む請求項１６１に記載のプローブ。
【請求項１６５】
　第１の同軸管が光ファイバ束を含む請求項１６４に記載のプローブ。
【請求項１６６】
　前記温度修正組立体がペルチェ素子を含む請求項１６１に記載のプローブ。
【請求項１６７】
　前記温度修正組立体が、前記センサ組立体付近の領域の温度を修正又は維持するように
構成及び配置されている請求項１６１に記載のプローブ。
【請求項１６８】
　前記温度修正組立体が、例えば熱発生を低減するために１以上の電子部品をパルス幅調
整するように構成及び配置されている請求項１６１に記載のプローブ。
【請求項１６９】
　さらに、前記プローブの一部に温度変化を回避しようとさせるように構成及び配置され
た等温組立体を備えた請求項１に記載のプローブ。
【請求項１７０】
　前記等温組立体が魔法瓶構造を含む請求項１６９に記載のプローブ。
【請求項１７１】
　前記等温組立体が温度制御流体を循環させるように構成及び配置されている請求項１６
９に記載のプローブ。
【請求項１７２】
　前記温度制御されるプローブ部が前記センサ組立体の付近にある請求項１６９に記載の
プローブ。
【請求項１７３】
　前記温度制御されるプローブ部が前記センサ組立体の近位側にある請求項１６９に記載
のプローブ。
【請求項１７４】
　前記温度制御されるプローブ部が前記センサ組立体の遠位側にある請求項１６９に記載
のプローブ。
【請求項１７５】
　さらに、前記細長い部材の遠位部の少なくとも一部を取り囲むワイパを備えた請求項１
に記載のプローブ。
【請求項１７６】
　前記ワイパが、前記センサ組立体付近の物質を除去するように構成及び配置されている
請求項１７５に記載のプローブ。
【請求項１７７】
　前記ワイパが着脱可能である請求項１７５に記載のプローブ。
【請求項１７８】
　前記ワイパが往復運動で移動するように構成及び配置されている請求項１７５に記載の
プローブ。
【請求項１７９】
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　さらに、前記センサ組立体付近の物質を除去するように構成及び配置されたクリーニン
グ組立体を備えた請求項１に記載のプローブ。
【請求項１８０】
　前記クリーニング組立体が前記細長い部材の遠位部に向かって流体を送達するように構
成及び配置されている請求項１７９に記載のプローブ。
【請求項１８１】
　さらに、前記細長い部材の遠位部に配置されたレンズを含み、前記クリーニング組立体
が、前記レンズに向かって流体を送達するように構成及び配置されている請求項１８０に
記載のプローブ。
【請求項１８２】
　前記クリーニング組立体が第１のクリーニング部品及び第２のクリーニング部品を含む
請求項１７９に記載のプローブ。
【請求項１８３】
　前記第１のクリーニング部品及び第２のクリーニング部品が連続的に用いられる請求項
１８２に記載のプローブ。
【請求項１８４】
　さらに、前記センサ組立体付近の物質を除去するように構成及び配置された第２のクリ
ーニング組立体を備えた請求項１７９に記載のプローブ。
【請求項１８５】
　さらに、イメージング装置を備えた請求項１に記載のプローブ。
【請求項１８６】
　前記イメージング装置が超音波イメージング装置を含む請求項１８５に記載のプローブ
。
【請求項１８７】
　前記イメージング装置が可視光カメラを含む請求項１８５に記載のプローブ。
【請求項１８８】
　さらに、ディスプレイを含み、前記温度マップ、及び、前記可視光カメラにより生成さ
れた視覚映像が各々前記ディスプレイに表示される請求項１８７に記載のプローブ。
【請求項１８９】
　さらに、前記細長い部材上に配置された温度センサを備えた請求項１に記載のプローブ
。
【請求項１９０】
　さらに、マーカを備えた請求項１に記載のプローブ。
【請求項１９１】
　前記マーカが放射線不透過性マーカを含む請求項１９０に記載のプローブ。
【請求項１９２】
　さらに、機能要素を備えた請求項１に記載のプローブ。
【請求項１９３】
　前記機能要素が、電極、薬剤送達要素、電磁要素、加熱要素、冷却要素、例えばペルチ
ェ素子、及びこれらの組合せから成る群から選択される請求項１９２に記載のプローブ。
【請求項１９４】
　前記機能要素が前記細長い部材の遠位部上に配置された請求項１９２に記載のプローブ
。
【請求項１９５】
　前記遠位部が遠位端を含み、前記機能要素が前記遠位端付近に配置された請求項１９４
に記載のプローブ。
【請求項１９６】
　前記センサ組立体が、前記遠位端の遠位側に位置する複数の患者部位を視認するように
構成及び配置されている請求項１９４に記載のプローブ。
【請求項１９７】
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　前記機能要素が前記細長い部材上に配置された請求項１９２に記載のプローブ。
【請求項１９８】
　前記センサ組立体が、前記機能要素付近に位置する複数の患者部位を視認するように構
成及び配置されている請求項１９７に記載のプローブ。
【請求項１９９】
　前記機能要素が温度センサを含む請求項１９２に記載のプローブ。
【請求項２００】
　温度センサが熱電対を含む請求項２００に記載のプローブ。
【請求項２０１】
　前記温度センサが前記プローブの較正手順を実行するように構成及び配置されている請
求項２００に記載のプローブ。
【請求項２０２】
　さらに、信号アナライザを備えた請求項１に記載のプローブ。
【請求項２０３】
　前記信号アナライザが情報を提供するように構成及び配置されている請求項２０２に記
載のプローブ。
【請求項２０４】
　前記情報が最大温度情報である請求項２０３に記載のプローブ。
【請求項２０５】
　前記情報が、前記プローブの操作者により選択された組織部位に関する情報である請求
項２０３に記載のプローブ。
【請求項２０６】
　さらに、アラート組立体を含み、前記信号アナライザが、１以上の状態が生じた場合に
前記アラート組立体を作動させるように構成及び配置されている請求項２０２に記載のプ
ローブ。
【請求項２０７】
　前記アラート組立体がアラート部品を含み、前記アラート組立体の作動が前記アラート
部品を作動させる請求項２０６に記載のプローブ。
【請求項２０８】
　前記アラート組立体がエネルギコントローラを含み、前記アラート組立体の作動が前記
エネルギコントローラを作動させる請求項２０６に記載のプローブ。
【請求項２０９】
　前記アラート組立体の作動が、前記エネルギコントローラにより送達されるエネルギの
量を低減させる請求項２０８に記載のプローブ。
【請求項２１０】
　前記信号アナライザが１以上の閾値を用い、前記閾値が前記プローブの操作者により調
整可能である請求項２０６に記載のプローブ。
【請求項２１１】
　前記１以上の状態が最大温度状態を含む請求項２０６に記載のプローブ。
【請求項２１２】
　前記１以上の状態が温度上昇状態を含む請求項２０６に記載のプローブ。
【請求項２１３】
　前記信号アナライザが温度安全マップを含み、且つ、前記信号アナライザが前記安全マ
ップを前記温度マップと比較する請求項２０２に記載のプローブ。
【請求項２１４】
　前記信号アナライザが、最大温度を検出し、且つ、前記最大温度を閾値と比較するよう
に構成及び配置されている請求項２０２に記載のプローブ。
【請求項２１５】
　前記信号アナライザが温度データのヒストグラムを生成するように構成及び配置されて
いる請求項２０２に記載のプローブ。
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【請求項２１６】
　前記信号アナライザが画像安定化アルゴリズムを含む請求項２０２に記載のプローブ。
【請求項２１７】
　さらに、移動センサを含み、前記信号アナライザの画像安定化アルゴリズムが前記移動
センサから受信した信号を利用する請求項２１６に記載のプローブ。
【請求項２１８】
　前記移動センサが加速度計を含む請求項２１７に記載のプローブ。
【請求項２１９】
　さらに、ディスプレイを含み、前記信号アナライザが、前記ディスプレイ上での前記温
度マップの表示の自動ズーミング及び／又はパンニング機能を提供するように構成及び配
置されている請求項２０２に記載のプローブ。
【請求項２２０】
　前記信号アナライザが、表示された情報を、第１の患者部位における温度上昇の検出に
基づいて自動的にズーミング及び／又はパンニングするように構成及び配置されている請
求項２１９に記載のプローブ。
【請求項２２１】
　前記信号アナライザが、前記第１の患者部位を前記ディスプレイ上で拡大するために自
動的にズームインするように構成及び配置されている請求項２２０に記載のプローブ。
【請求項２２２】
　前記信号アナライザが、前記第１の患者部位を前記ディスプレイ上に含むために自動的
にズームアウトするように構成及び配置されている請求項２２０に記載のプローブ。
【請求項２２３】
　前記信号アナライザが、前記第１の患者部位を前記ディスプレイ上に含むために自動的
にパンするように構成及び配置されている請求項２２０に記載のプローブ。
【請求項２２４】
　さらに、メモリ記憶モジュールを備えた請求項１に記載のプローブ。
【請求項２２５】
　前記メモリ記憶モジュールが時間対温度マップを記憶するように構成及び配置されてい
る請求項２２４に記載のプローブ。
【請求項２２７】
　前記メモリ記憶モジュールがビデオ情報を記憶するように構成及び配置されている請求
項２２４に記載のプローブ。
【請求項２２８】
　前記メモリ記憶モジュールが英数字情報を記憶するように構成及び配置されている請求
項２２４に記載のプローブ。
【請求項２２９】
　さらに、前記プローブのエラー状態を検出するように構成及び配置されたエラー検出組
立体を備えた請求項１に記載のプローブ。
【請求項２３０】
　前記エラー検出組立体が、予測された範囲外の組織温度を検出するように構成及び配置
されている請求項２２９に記載のプローブ。
【請求項２３１】
　前記エラー検出組立体が、基準異常値が検出された場合に前記プローブをアラーム状態
にするように構成及び配置されている請求項２２９に記載のプローブ。
【請求項２３２】
　さらに、前記プローブを較正するように構成及び配置された較正組立体を備えた請求項
１に記載のプローブ。
【請求項２３３】
　さらに、前記較正組立体から受け取った情報を利用する較正サブルーチンを含む請求項
２３２に記載のプローブ。
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【請求項２３４】
　前記較正組立体が較正基準値を含む請求項２３２に記載のプローブ。
【請求項２３５】
　さらに、前記細長い部材の遠位部周辺に配置された滅菌バリアを備えた請求項１に記載
のプローブ。
【請求項２３６】
　さらに、前記複数の患者部位に関する非温度情報を含む第２のマップを生成するように
構成及び配置されている請求項１に記載のプローブ。
【請求項２３７】
　前記非温度情報が、視覚情報、超音波画像情報、及び、これらの情報の組合せから成る
群から選択される請求項２３６に記載のプローブ。
【請求項２３８】
　さらに、可聴トランスデューサを備えた請求項１に記載のプローブ。
【請求項２３９】
　前記可聴トランスデューサが前記温度マップの温度に相互関連する音声を生成するよう
に構成及び配置されている請求項２３８に記載のプローブ。
【請求項２４０】
　前記生成された音声が１以上の患者部位の平均温度に相互関連する請求項２３９に記載
のプローブ。
【請求項２４１】
　前記生成された音声が１以上の組織部位の最大温度に相互関連する請求項２３９に記載
のプローブ。
【請求項２４２】
　前記生成された音声が１以上の組織部位の最低温度に相互関連する請求項２３９に記載
のプローブ。
【請求項２４３】
　前記生成された音声が１以上の組織者部位の温度の積分値に相互関連する請求項２３９
に記載のプローブ。
【請求項２４４】
　さらに、可視トランスデューサを備えた請求項１に記載のプローブ。
【請求項２４５】
　前記可視トランスデューサがＬＥＤを含む請求項２４４に記載のプローブ。
【請求項２４６】
　さらに、フィードバック回路を備えた請求項１に記載のプローブ。
【請求項２４７】
　前記フィードバック回路がエネルギ送達ユニットを制御するように構成及び配置されて
いる請求項２４６に記載のプローブ。
【請求項２４８】
　前記フィードバック回路が、エネルギ送達ユニットにより送達されるエネルギを停止又
は修正するように構成及び配置されている請求項２４７に記載のプローブ。
【請求項２４９】
　さらに、エネルギ送達ユニットを含み、前記エネルギ送達ユニットが、前記フィードバ
ック回路から信号を受信しない場合にはエネルギ送達を防止するように構成及び配置され
ている請求項２４７に記載のプローブ。
【請求項２５０】
　さらに、組織冷却組立体を含み、前記フィードバック回路が前記冷却組立体を制御する
ように構成及び配置されている請求項２４６に記載のプローブ。
【請求項２５１】
　前記フィードバック回路が、前記冷却組立体を前記温度マップに基づいて作動させるよ
うに構成及び配置されている請求項２５０に記載のプローブ。



(16) JP 2014-508547 A 2014.4.10

10

20

30

40

50

【請求項２５２】
　さらに、組織加温組立体を含み、前記フィードバック回路が前記加温組立体を制御する
ように構成及び配置されている請求項２４６に記載のプローブ。
【請求項２５３】
　前記フィードバック回路が、前記加温組立体を前記温度マップに基づいて作動させるよ
うに構成及び配置されている請求項２５２に記載のプローブ。
【請求項２５４】
　さらに、レンズ組立体を備えた請求項１に記載のプローブ。
【請求項２５５】
　さらに、レンズ組立体が内側レンズ及び外側レンズを含む請求項２５４に記載のプロー
ブ。
【請求項２５６】
　さらに、レンズ組立体が焦点合わせされるように構成及び配置されている請求項２５４
に記載のプローブ。
【請求項２５７】
　さらに、前記温度マップに衝撃を与えるノイズを低減するように構成及び配置されてい
るノイズ低減アルゴリズムを備えた請求項１に記載のプローブ。
【請求項２５８】
　前記ノイズ低減アルゴリズムが、予め決められたノイズ源をフィルタリングするように
構成及び配置されている請求項２５７に記載のプローブ。
【請求項２５９】
　前記ノイズ低減アルゴリズムが、予め決められた赤外放射源をフィルタリングするよう
に構成及び配置されている請求項２５８に記載のプローブ。
【請求項２６０】
　システムが腹腔鏡ツールを含む、先行請求項のいずれか１項に記載のプローブを備えた
システム。
【請求項２６１】
　前記センサ組立体が腹腔鏡ツールと一体的である請求項２６０に記載のシステム。
【請求項２６２】
　前記腹腔鏡ツールがツールシャフトを含み、且つ、前記細長い部材が前記ツールシャフ
トを含む前記２６０に記載のシステム。
【請求項２６３】
　さらに骨切断器を含む、先行請求項のいずれか１項に記載のプローブを備えたシステム
。
【請求項２６４】
　前記骨切断器が、ドリル、鋸、及びこれらの組合せから成る群から選択される請求項２
６３に記載のシステム。
【請求項２６５】
　前記複数の患者部位が、前記骨切断器により切断されている組織付近の１以上の組織領
域を含む請求項２６３に記載のシステム。
【請求項２６６】
　さらにエネルギ送達組立体を含む、先行請求項のいずれか１項に記載のプローブを備え
たシステム。
【請求項２６７】
　前記エネルギ送達組立体が、レーザエネルギ、高周波エネルギ、低温流体エネルギ、マ
イクロ波エネルギ、機械的エネルギ、化学エネルギ、電磁エネルギ、及びこれらの組合せ
から成る群から選択されるエネルギを送達するように構成及び配置されている請求項２６
６に記載のシステム。
【請求項２６８】
　前記エネルギ送達組立体が前記細長い部材の遠位部に配置されている請求項２６６に記
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載のシステム。
【請求項２６９】
　前記細長い部材の遠位部が遠位端を含み、前記エネルギ送達組立体が前記遠位端に配置
されている請求項２６８に記載のシステム。
【請求項２７０】
　前記複数の患者部位が、前記エネルギ送達組立体からエネルギを受け取る組織付近の１
以上の組織領域を含む請求項２６８に記載のシステム。
【請求項２７１】
　さらに、磁気共鳴イメージング装置を備えた、先行請求項のいずれか１項に記載のプロ
ーブを備えたシステム。
【請求項２７２】
　前記磁気共鳴イメージングの使用中に送達される不都合な熱を検出するように構成及び
配置されている請求項２７１に記載のシステム。
【請求項２７３】
　複数の患者部位のための温度マップを生成するための方法であって、
　先行請求項のいずれか１項に記載のプローブを選択するステップと、
　前記プローブの少なくとも一部を前記複数の患者部位の付近に配置するステップと、
　前記温度マップを、前記プローブにより受け取られた情報に基づいて生成するステップ
とを含む方法。
【請求項２７４】
　前記プローブがセンサ組立体を含む請求項２７３に記載の方法。
【請求項２７５】
　上記図面を参照して記載されたプローブ。
【請求項２７６】
　上記図面を参照して記載されたシステム。
【請求項２７７】
　上記図面を参照して記載された方法。
【請求項２７８】
　近位部及び遠位部を含む細長い部材と、
センサ組立体と、
を備えた、患者のための温度測定プローブであって、
　複数の患者部位に関する温度情報を含む温度マップを生成するように構成及び配置され
た、温度測定プローブ。
【請求項２７９】
　側視型プローブを含む先行請求項のいずれか１項に記載のプローブ。
【請求項２８０】
　前方視型プローブを含む先行請求項のいずれか１項に記載のプローブ。
【請求項２８１】
　前方視及び側視型プローブを含む先行請求項のいずれか１項に記載のプローブ。
【請求項２８２】
　断熱部を含む先行請求項のいずれか１項に記載のプローブ。
【請求項２８３】
　前記センサ組立体が、赤外、熱電対、熱電対列（例えばボロメータ）、サーミスタ、サ
ーモクロミック要素、高温計、液晶（例えばサーモトロピック液晶）、及びこれらの組合
せから成る群から選択されるセンサタイプを含む先行請求項のいずれか１項に記載のプロ
ーブ。
【請求項２８４】
　前記センサ組立体が、複数の患者部位の生理学的変化を検出するように構成及び配置さ
れている先行請求項のいずれか１項に記載のプローブ。
【請求項２８５】
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　前記センサ組立体が、組織色変化、組織構造変化、組織拡大変化、組織導電率変化、組
織密度変化、及びこれらの組合せの１以上を検出するように構成及び配置された先行請求
項のいずれか１項に記載のプローブ。
【請求項２８６】
　前記センサ組立体が、組織壊死中に生成された物質を検出するように構成及び配置され
た先行請求項のいずれか１項に記載のプローブ。
【請求項２８７】
　前記センサ組立体が、組織壊死中に生成されたガス及び／又は蒸気を検出するように構
成及び配置された先行請求項のいずれか１項に記載のプローブ。
【請求項２８８】
　前記センサ組立体が単一のセンサを含む先行請求項のいずれか１項に記載のプローブ。
【請求項２８９】
　前記センサ組立体が、回転する単一のセンサを含む先行請求項のいずれか１項に記載の
プローブ。
【請求項２９０】
　前記センサ組立体が、回転及び並進移動する単一のセンサを含む先行請求項のいずれか
１項に記載のプローブ。
【請求項２９１】
　前記センサ組立体がセンサの線形アレイを含み、前記線形アレイが少なくとも９０度回
転するように構成及び配置されている先行請求項のいずれか１項に記載のプローブ。
【請求項２９２】
　前記センサ組立体がセンサの線形アレイを含み、前記線形アレイが、少なくとも９０度
回転し、且つ少なくとも１ｍｍ並進移動するように構成及び配置されている先行請求項の
いずれか１項に記載のプローブ。
【請求項２９３】
　前記センサ組立体がセンサの線形アレイを含み、前記線形アレイが、少なくとも９０度
回転し、且つ少なくとも１０ｍｍ並進移動するように構成及び配置されている先行請求項
のいずれか１項に記載のプローブ。
【請求項２９４】
　前記センサ組立体がレンズ及びセンサを含み、前記レンズが、赤外光を前記センサ上に
集束させるように配置されている先行請求項のいずれか１項に記載のプローブ。
【請求項２９５】
　前記センサ組立体が前記細長い部材の前記遠位部に配置されている先行請求項のいずれ
か１項に記載のプローブ。
【請求項２９６】
　前記センサ組立体が前記細長い部材の前記遠位部に配置され、且つ、前記センサ組立体
が赤外検出器を含む先行請求項のいずれか１項に記載のプローブ。
【請求項２９７】
　前記センサ組立体が前記細長い部材の前記遠位部の近位側に配置され、且つ、前記セン
サ組立体が赤外検出器を含み、前記プローブが、さらに、前記センサ組立体と光連通し且
つ前記細長い部材の遠位部に向かって遠位方向に延在する少なくとも１つの光ファイバを
備えた先行請求項のいずれか１項に記載のプローブ。
【請求項２９８】
　さらに、赤外放射に対して透過性であるように構成及び配置された光ファイバを備えた
先行請求項のいずれか１項に記載のプローブ。
【請求項２９９】
　さらに、赤外放射に対して低インピーダンスを有するように構成及び配置された光ファ
イバを備えた先行請求項のいずれか１項に記載のプローブ。
【請求項３００】
　さらに、ゲルマニウム、ヒ素、セレン、硫黄、テルル、ハロゲン化銀、及びこれらの組
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合せから成る群から選択された１以上の材料から成る光ファイバを備えた先行請求項のい
ずれか１項に記載のプローブ。
【請求項３０１】
　前記温度マップが、色の範囲と相互関連した値を有する温度マップを含む先行請求項の
いずれか１項に記載のプローブ。
【請求項３０２】
　さらに、前記センサ組立体の少なくとも一部を取り囲むように配置された膜を備えた先
行請求項のいずれか１項に記載のプローブ。
【請求項３０３】
　さらに、展延性部材を備えた先行請求項のいずれか１項に記載のプローブ。
【請求項３０４】
　さらに、前記近位部から前記遠位部に延在する管を備えた先行請求項のいずれか１項に
記載のプローブ。
【請求項３０５】
　さらに、組織テンショナを備えた先行請求項のいずれか１項に記載のプローブ。
【請求項３０６】
　さらに、組織を引張るように配置されたバルーン及び／又は拡張可能なケージを備えた
先行請求項のいずれか１項に記載のプローブ。
【請求項３０７】
　さらに、組織を半径方向に引張るように構成及び配置されたテンショナを備えた先行請
求項のいずれか１項に記載のプローブ。
【請求項３０８】
　さらに、組織を軸方向に引張るように構成及び配置されたテンショナを備えた先行請求
項のいずれか１項に記載のプローブ。
【請求項３０９】
　さらに、管腔壁拡張器を備えた先行請求項のいずれか１項に記載のプローブ。
【請求項３１０】
　さらに、拡張流体を含む管腔壁拡張器を備えた先行請求項のいずれか１項に記載のプロ
ーブ。
【請求項３１１】
　さらに、位置決め要素を備えた先行請求項のいずれか１項に記載のプローブ。
【請求項３１２】
　さらに、前記プローブの少なくとも一部を前記複数の患者部位に対して位置決めするよ
うに構成及び配置された位置決め要素を備えた先行請求項のいずれか１項に記載のプロー
ブ。
【請求項３１３】
　さらに、前記プローブの少なくとも一部を身体管腔内の中心に配置するように構成及び
配置された位置決め要素を備えた先行請求項のいずれか１項に記載のプローブ。
【請求項３１４】
　さらに、前記プローブの少なくとも一部を身体管腔内の中心からずれた位置に配置する
ように構成及び配置された位置決め要素を備えた先行請求項のいずれか１項に記載のプロ
ーブ。
【請求項３１５】
　さらに、レンズ及び位置決め要素を備え、前記位置決め要素が、前記レンズを前記複数
の患者部位に対して配置するように構成及び配置されている先行請求項のいずれか１項に
記載のプローブ。
【請求項３１６】
　さらに、レンズ及び位置決め要素を備え、前記位置決め要素が、前記レンズを管腔壁に
対して配置するように構成及び配置されている先行請求項のいずれか１項に記載のプロー
ブ。
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【請求項３１７】
　さらに、バルーンを含む位置決め要素を備えた先行請求項のいずれか１項に記載のプロ
ーブ。
【請求項３１８】
　さらに、拡張可能なケージを含む位置決め要素を備えた先行請求項のいずれか１項に記
載のプローブ。
【請求項３１９】
　さらに、組織温度変更組立体を備えた先行請求項のいずれか１項に記載のプローブ。
【請求項３２０】
　さらに、前記プローブの少なくとも一部の温度を修正及び／又は維持するように構成及
び配置された温度修正組立体を備えた先行請求項のいずれか１項に記載のプローブ。
【請求項３２１】
　さらに、前記センサ組立体の少なくとも一部の温度を修正及び／又は維持するように構
成及び配置された温度修正組立体を備えた先行請求項のいずれか１項に記載のプローブ。
【請求項３２２】
　さらに、赤外センサと、前記赤外センサの少なくとも一部の温度を修正及び／又は維持
するように構成及び配置された温度修正組立体とを備えた先行請求項のいずれか１項に記
載のプローブ。
【請求項３２３】
　さらに、前記プローブの少なくとも一部に温度変化を回避しようとさせるように構成及
び配置された等温組立体を備えた先行請求項のいずれか１項に記載のプローブ。
【請求項３２４】
　さらに、物質を前記プローブから除去するように構成及び配置されたワイピング要素を
備えた先行請求項のいずれか１項に記載のプローブ。
【請求項３２５】
　さらに、ワイピング要素及びレンズを含み、前記ワイピング要素が前記レンズから物質
を除去するように構成及び配置されている先行請求項のいずれか１項に記載のプローブ。
【請求項３２６】
　さらに、物質を前記センサ組立体から除去するように構成及び配置されたワイピング要
素を備えた先行請求項のいずれか１項に記載のプローブ。
【請求項３２７】
　さらに、往復運動で移動するように構成及び配置されたワイピング要素を含むワイピン
グ組立体を備えた先行請求項のいずれか１項に記載のプローブ。
【請求項３２８】
　さらに、物質を前記プローブから除去するように構成及び配置されたクリーニング組立
体を備えた先行請求項のいずれか１項に記載のプローブ。
【請求項３２９】
　さらに、物質を前記センサ組立体から除去するように構成及び配置されたクリーニング
組立体を備えた先行請求項のいずれか１項に記載のプローブ。
【請求項３３０】
　さらに、クリーニング組立体及びレンズを含み、前記クリーニング組立体が前記レンズ
から物質を除去するように構成及び配置されている先行請求項のいずれか１項に記載のプ
ローブ。
【請求項３３１】
　さらに、超音波イメージング装置、可視光カメラ、及びこれらの組合せから成る群から
選択されるイメージング装置を備えた先行請求項のいずれか１項に記載のプローブ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　実施形態は、概して、組織温度のモニタリングの分野に関連し、より詳細には、アブレ
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ーション及び温度測定装置、並びに、エネルギ送達中の組織温度をモニタするシステムに
関する。
【背景技術】
【０００２】
（関連出願）
　本発明は、２０１０年１１月２７日に出願された、フラハーティ(Flaherty)らの「アブ
レーション及び温度測定装置」(ABLATION AND TEMPERATURE MEASUREMENT DEVICES)と題さ
れた米国仮特許出願第６１／４１７，４１６号明細書に対する優先権を主張し、この特許
出願の全てが参照により本明細書に組み込まれる。
【０００３】
　アブレーション治療は、機能不全の組織を、様々な形態（典型的には、高熱又は極低温
の形態）のエネルギを用いて焼灼する医療処置である。アブレーション治療は、肺、肝臓
、腎臓、骨、及びその他の身体器官における腫瘍を治療するため利用され、また、心調律
の状態、例えば心房細動の治療に用いられる。治療は、典型的に、画像ガイダンス（例え
ば、Ｘ線スクリーニング、ＣＴスキャン、又は超音波）の下で、介入放射線医又は心臓電
気生理学者により行われる。
【０００４】
　アブレーション治療は有用であるが、治療の成功に必要なパラメータを、十分な正確性
を有して決定することは困難である。エネルギ量又は罹患組織の曝露時間が正確でない場
合、隣接する健全な組織の熱損傷を生じさせることがある。心臓のカテーテルアブレーシ
ョンでは、このような問題が特に生じやすい。
【０００５】
　例えば、高周波（ＲＦ）カテーテルアブレーションが、入院につながるような最も一般
的な心臓不整脈である心房細動（ＡＦ）を治療するために一般的に用いられている。カテ
ーテルを患者の心臓又はその他の血管に挿入し、そして、熱を局所領域に、不整脈を排除
するためにその領域の組織が十分に破壊されるまで加える。その他の用途として、冷凍ア
ブレーションも、局所組織を冷凍及び破壊するために用いられている。
【０００６】
　心房細動の治療のための心臓カテーテルアブレーション処置中に非常に高いエネルギを
用いることは、心房食道瘻として知られている深刻で致命的な合併症を生じやすい。カテ
ーテルアブレーション後の心房食道瘻は、組織の貫壁性壊死を引き起こす、食道への熱伝
達により生じる。食道が左心房の後壁及び肺静脈に近接していることにより、心臓組織へ
のエネルギ印加中に食道を損傷する危険性が非常に高い。食道の損傷による組織壊死が、
遅発性の穴を食道壁に形成することがあり、これが、心房と食道との間に瘻孔を形成させ
る。心房食道瘻は、診断が行われずに、また、直ちに治療されない場合、感染症及び敗血
症、出血、空気塞栓及び粒子状物質塞栓、脳卒中を引き起こすことがあり、死に至る場合
も多い。
【０００７】
　現在まで、心房食道瘻の形成を防止するための有効な手段がなかった。様々な技術が、
経皮的カテーテルアブレーション中の食道損傷の可能性を最小限にするために用いられて
いる。多くの医師が、食道損傷の可能性を低減するために、食道に隣接した左心房及び肺
静脈の後壁のアブレーションを回避している。食道に隣接した領域からアブレーションラ
インを遠ざけることにより病変部設定を変えるような技術は細動の治療の困難を増す。経
食道エコープローブにより食道を心臓壁から物理的に移動させる技術も用いられている。
これらの技術は、焼灼される領域と関連した食道の特定の解剖学的部位に依存する。食道
からの熱的フィードバックがなければ、医師は、エネルギが食道組織まで広がっていない
という保証を得られない。これらのタイプの回避技術が用いられる場合、心房細動の再発
率がかなり高くなると考えられる。
【０００８】
　経皮カテーテルアブレーション中の食道損傷のリスクを最小化するために用いられる最
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も一般的な方法が、エネルギの滴定である。この方法の課題は、食道に損傷が生じる前に
どれだけ多くのエネルギを送達することができるかを知ることにある。典型的に、食道に
伝達されるエネルギは、食道管腔温度モニタリングカテーテルにより測定される。これら
のカテーテルは、患者の食道の下方に配置されて、カテーテル先端での温度の単一点測定
を提供する。この前提として、この熱的フィードバックが、電気生理学者に十分な情報（
すなわち、エネルギの適切な滴定を可能にし、且つ、食道損傷のリスクを排除するための
情報）を提供する。
【０００９】
　幾つかの課題が、カテーテルアブレーション中の食道管腔温度モニタリング装置の有効
性を制限する。食道管腔温度モニタリング装置を用いた研究が、食道の加熱が０．０５℃
～０．１℃／秒の範囲で生じること、及び、同一の一般領域におけるエネルギ印加の繰り
返しが温度蓄積を生じ得ることを示している。医師は、エネルギの各パルスの前に、温度
モニタリング装置をアブレーションカテーテルに隣接して配置しなければならない。これ
は非常に時間がかかることであり、また、Ｘ線ガイド下での達成が困難である。温度モニ
タリングカテーテルの直径は、食道の直径と比較して非常に小さい。焼灼されている心臓
壁の領域と隣接している食道壁に接するように温度プローブの先端を配置することは、ほ
ぼ不可能である。また、温度モニタリングカテーテルは、トルクを加えられるようにも、
また、食道壁に向けて偏向されるようにも設計されておらず、管腔内で正確に配置される
ことができない。最近の研究により、現在利用可能な管腔温度モニタリング製品を用いた
場合、カテーテルアブレーション後に患者の６％超が食道潰瘍の形成のエビデンス（証拠
）を示したことが分かっており、また、食道管腔温度モニタリング装置の使用にも関わら
ず、心房食道瘻の多くの事例が報告されている。
【００１０】
　心房細動の治療のためのカテーテルアブレーションが主要な学術機関を越えて一般的に
広まるに従って、食道損傷の防止のための現在有用な選択肢の限界が、より明確になろう
。より多くの医師が、十分なアブレーションと患者の食道を損傷する可能性とのバランス
の考慮を余儀なくされよう。食道損傷に関する合併症に加え、適切なフィードバックの不
足が、手術時間を長くし、過度の放射線曝露、及び、不整脈再発率の増大をもたらすであ
ろう。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　所望の臨床転帰を達成するために、温度をモニタリングしながら、標的組織を積極的に
、周囲の健全な組織を損傷する危険性なく焼灼するための、改良された装置、システム及
び方法が、明らかに必要である。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　第１の態様によれば、細長い部材と、センサ組立体とを含む、患者のための温度測定プ
ローブが提供される。前記細長い部材は、近位部及び遠位部を含む。前記プローブは、複
数の患者部位に関する温度情報を含む温度マップを生成する。前記プローブは側視型であ
ってよく、前記細長い部材の遠位部に対して相対的に直角に位置する組織（例えば、身体
管腔（例えば食道）の管腔壁組織）に関する温度マップを生成し得る。或いは、又は、さ
らに、前記プローブは前方視型であってもよく、前記細長い部材の遠位端の遠位側に位置
する組織の温度マップを生成し得る。
【００１３】
　前記細長い部材の遠位部は、患者の身体内（例えば、患者の管腔）への挿入（例えば、
心臓アブレーション処置中の患者の食道内への挿入）のために構成され得る。前記細長い
部材の近位部は、コネクタ（例えば、電気コネクタ及び／又は光ファイバコネクタ）を含
み得る。前記細長い部材は、その長さの少なくとも一部に沿って魔法瓶構造を含み得る。
これは、例えば、前記複数の患者部位から発生しているのではない迷赤外放射の影響を最
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小化するためである。
【００１４】
　前記センサ組立体は、前記複数の患者部位との物理的接触をせずに温度を測定するよう
に構成及び配置された非接触型のセンサ組立体を含み得る。前記センサ組立体は、側視型
及び／又は前方視型であるように構成され得る。前記センサ組立体は、赤外検出器又はそ
の他の赤外センサ（例えば、受動型若しくは能動型赤外センサ）、熱電対、熱電対列（例
えばボロメータ）、サーミスタ、サーモクロミック要素、高温計、液晶（例えばサーモト
ロピック液晶）、及びこれらの組合せから成る群から選択されるセンサタイプを含み得る
。前記センサ組立体は、絶対温度又は相対温度（例えば温度変化）と相関されることがで
きる非温度変化（例えば、前記複数の組織部位の非温度変化）を検出するように構成され
得る。検出される典型的な非温度組織変化は、色変化、細胞構造変化（例えば細胞壁拡張
）、導電率変化、密度変化、及び、これらの組合せを含むがこれらに限定されない。前記
センサ組立体は、組織により生成された１以上の物質を検出するように構成及び配置され
ることができ、このようなセンサは、前記物質を、色変化、生成された物質の検出、細胞
死中に生成された物質の検出、細胞損傷中に生成された物質の検出、放出されたガスの検
出、及び煙の検出のうちの１以上をモニタリングすることにより検出するように構成され
ている。
【００１５】
　前記センサ組立体は、センサのアレイ（例えば、受動型及び／又は能動型赤外センサの
アレイ）を含み得る。前記センサ組立体の少なくとも一部が、前記細長い部材の前記遠位
部に、測定されるべき組織に比較的近接するように含まれることができ、前記センサ組立
体は、例えば、回転ミラーを備えたセンサ組立体である。或いは、又は、さらに、前記セ
ンサ組立体の少なくとも一部が、より近位の部位に（例えば、前記細長い部材の近位部に
（プローブのハンドルに）、及び／又は、前記プローブに電気的又は光学的に接続された
別個の装置に配置されてもよい。一実施形態において、前記センサ組立体は、前記細長い
部材の遠位部から一連のレンズ及びミラーにより近位方向に方向付けられた赤外放射を受
光する赤外光検出器を含む。
【００１６】
　前記センサ組立体の少なくとも一部が回転することができ、これは、例えば、管腔組織
の全周壁部を測定するための連続的な３６０度回転であり得る。部分回転が行われてもよ
く、これらの回転角度は、例えば、少なくとも９０度、少なくとも１８０度、１８０度以
下、及び、これらの角度の組合せである。回転が、前後往復運動（例えば、時計回りの後
に反時計回りの回転が続く）であってもよい。前記センサ組立体の少なくとも一部が軸方
向に移動することもでき、例えば、前後往復運動で並進してもよく、受信された情報が、
例えば、前記センサ組立体よりも長い特別な長さの組織の温度マップを生成するために組
み合わされる。一実施形態において、少なくともミラー及び光ファイバが往復運動で並進
される。一実施形態において、前記センサ組立体は、１回で１つの患者部位の温度を測定
するように構成される。この構成において、前記センサの少なくとも一部（例えばミラー
）は、温度情報を複数の患者部位から収集するために回転及び／又は並進移動するように
構成され得る。或いは、又は、さらに、レンズが、前記複数の患者部位の温度情報を収集
するために移動又は形状変更するように構成され得る。或いは、又は、さらに、ミラーは
、前記複数の患者部位の温度情報を収集するために形状が変化するように構成され得る。
【００１７】
　一実施形態において、前記プローブは、第２のセンサ組立体（例えば、第１のセンサ組
立体とは異なる構造を有するセンサ組立体）を含む。前記第２のセンサ組立体は、センサ
のアレイ（例えば、赤外光検出器又はその他の赤外センサのアレイ）であり得る。
【００１８】
　一実施形態において、前記センサ組立体は、センサのアレイ（例えば、少なくとも９０
度回転するように構成された回転センサのアレイ）を含む。このアレイは線形アレイであ
ってよく、例えば、長さが少なくとも２インチ又は、少なくとも３インチの線形アレイで
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あり得る。前記センサ組立体は、レンズ（例えば、光（例えば赤外エネルギ）を前記セン
サアレイ上に集束させるように構成されたレンズ）であり得る。
【００１９】
　一実施形態において、前記センサ組立体の少なくとも一部が前記細長い部材の遠位部に
配置される。このセンサアレイ部は、回転及び／又は並進移動するように構成され得る。
このセンサアレイ部は集積回路を含み得る。この集積回路は、例えば、多重化回路素子、
赤外検出器、回転移動コード化素子、並進移動コード化素子、及び、これらの組合せから
成る群から選択される部品を含む集積回路である。前記センサアレイ部は、レンズ、例え
ば、赤外透過レンズを含み得る。前記センサ組立体は、前記センサ組立体部から前記細長
い部材の近位部まで延在する伝達導管（コンジット）を含み得る。前記伝達導管は、エネ
ルギ及び／又はデータを伝達するように構成されることができ、また、１以上の光ファイ
バ及び／又は１以上の電線を含み得る。
【００２０】
　一実施形態において、前記センサ組立体の少なくとも一部は前記細長い部材の遠位部に
配置されず、例えば、センサ組立体の一部は、前記細長い部材の近位部に、及び／又は近
位側に（例えば、別個の装置に）配置される。この実施形態において、１以上のレンズが
前記細長い部材の遠位部に（例えば、その温度が測定されるべき組織の方向に向けて）配
置され得る。伝達導管が、前記細長い管の遠位部と前記センサ組立体部との間に配置され
得る。これは、例えば、レンズ及び／又はミラーがその遠位端に又は遠位端付近に配置さ
れた、中空の管を含む伝達導管である。この伝達導管は、中実のシリンダ（例えば、単一
のファイバ又はファイバ束を含むシリンダ）であり得る。前記伝達導管は可撓性であって
よく、回転及び／又は並進移動するように構成され得る。少なくとも１つのセンサ組立体
部を有するプローブ（前記細長い管の遠位部に配置されていない）が、放射（例えば赤外
放射）を前記細長い管の近位部に向けて偏向させるように構成及び配置された１以上のミ
ラーを含み得る。前記ミラーは、移動する（例えば、回転及び／又は並進移動する）よう
に構成及び配置されている。
【００２１】
　前記センサ組立体は、少なくとも１つの光ファイバ、例えば、単一の赤外透過ファイバ
、又は、複数のファイバ（例えば、コヒーレント束又は非コヒーレント束の複数の赤外フ
ァイバ）を含み得る。ファイバは、ゲルマニウム、ヒ素、セレン、硫黄、テルル、ハロゲ
ン化銀、又は、赤外光の伝送にほとんど又は全くインピーダンスをもたらさないことが知
られているその他の材料から成る群から選択される材料から構成され得る。
【００２２】
　前記複数の患者部位は、組織面の連続領域、又は、複数の領域（例えば、複数の不連続
の点）を含み得る。前記複数の患者部位は、比較的単一平面の面（例えば、比較的平坦な
面）を含む場合があり、又は、円形面のようなマルチプラナー面（例えば、食道の管腔壁
、若しくは、多数の隆起部、リッジ、溝、及び／又は壁部を有する面（例えば肺内部のト
ポグラフィ））を含む場合がある。
【００２３】
　前記プローブは、膜（例えば、前記センサ組立体の少なくとも一部を取り囲む膜）を含
み得る。１以上のセンサが前記膜上に配置されることができ、前記膜は膨張可能あり得る
。前記膜はセンサを含み得る。
【００２４】
　前記プローブは、温度情報を表示するために用いられるディスプレイユニット、並びに
、１以上のその他のユーザ出力部品（例えば、可聴トランスデューサ、触覚トランスデュ
ーサ、及び、その他の可視トランスデューサ（例えば、ＬＥＤ及び英数字ディスプレイ）
）を含むか、又は別様に電子的に取り付けられ得る。前記プローブは信号処理手段を含む
ことができ、これは、例えば、温度情報を、カラーマップ（例えば、異なる温度を、色の
違い、色合いの違い、色相の違い、テキストの太さの違い、テキストフォントの違い、フ
ォントタイプの違い、フォントサイズの違いなどにより示すカラーマップ）に変換するた
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めである。信号処理は温度情報を数学的に処理することができ、これは、例えば、最大値
、平均値、温度の時間積分値などを決定するためである。前記プローブは、ズーミング機
能及びパンニング機能（例えば、自動ズーミング機能及びパンニング機能）を含み得る。
一実施形態において、提供される前記温度マップは、このディスプレイ上に示された温度
情報、又は、現在表示されている温度マップの外側にある情報に基づいてズーミング（ズ
ームイン又はズームアウト）又はパンニングされる。前記プローブはフィードバック回路
を含むことができ、このフィードバック回路は、プローブ部品（例えば、ディスプレイ、
又は、組織温度変更組立体）又は、別の部品（例えば、エネルギ送達ユニット）を修正す
るように用いられる。前記ディスプレイは、エネルギ送達ユニットを含むことができ、前
記ディスプレイは、組織温度情報及びエネルギ送達情報の両方を提供するように構成され
得る。
【００２５】
　取り付けられたディスプレイは、温度及びその他の情報を、１以上の形態で提供し得る
。温度情報を非数値形式で表示することができ、これは、例えば、色、色合い、色相、彩
度、及び輝度の１以上により示されるような温度レベル情報を表示することによる。或い
は、又は、さらに、数値による温度情報も含まれ得る。これらは、例えば、現在の温度、
時間経過における温度の平均値、時間経過における最高又は最大温度値、履歴的温度情報
の表示、及び、これらの組合せである。前記ディスプレイは、表示される温度マップの値
の領域(domain)を操作者が調整することを可能にするように構成され得る。これは、例え
ば、ディスプレイ特性（例えば、色）を特定の温度又は温度範囲に相関させるためである
。温度情報は、測定されている組織の表示（例えば、前記複数の患者部位が患者の食道内
の部位を含む場合、食道の実際の画像又はアーティスティックなレンダリング（画像表示
））の上に表示されることができる。その他の情報が、前記ディスプレイ上で提供され得
る。これらは、例えば、タイムスタンプ、患者のＩＤ、臨床医のＩＤ、部位（例えば、処
置が行われた部位）、前記複数の患者部位の解剖学的部位に関する情報、心電図情報、送
達されるエネルギの情報、患者の生理学的情報、及び、これらの組合せから成る群から選
択される情報である。ユーザインタフェースが含まれることができ、これは、例えば、操
作者が、温度範囲、又は、色と温度マップとの相関関係を調整することを可能にするため
である。ユーザインタフェースは、操作者が、焦点（例えば、前記プローブの少なくとも
一部の、組織に対する焦点）を調整することを可能にし、これにより、例えば赤外光を集
束させる。
【００２６】
　前記プローブは、アラート要素、例えば、調整可能なアラートパラメータを有するアラ
ート要素を有する。前記アラートは、現在提供されている温度マップに含まれる情報、時
間経過にわたり収集された累積的な温度情報、及び、これらの組合せの１以上に基づいて
作動され得る。前記アラートは、可聴トランスデューサ、可視トランスデューサ、触覚ト
ランスデューサ、及び、これらの組合せから成る群から選択される要素を含み得る。
【００２７】
　前記プローブは、展延性の部材を含み得る。この展延性部材は、例えば、前記細長い部
材の長さの少なくとも一部に沿って含まれ、且つ、操作者が前記細長い部材を所望の２次
元又は３次元形状に塑性的に変形させることを可能にするように構成されている。
【００２８】
　前記プローブは、１以上の管を含み得る。これらの１以上の管は、例えば、前記細長い
部材の近位端又はその他の近位部から前記細長い部材の遠位端又はその他の遠位部まで延
在する。前記１以上の管は膨張管として構成されることができ、これは、例えば、前記細
長い部材の上又は内部に配置されたバルーン又はその他の拡張可能な装置を膨張させるた
めである。或いは、前記１以上の管は、例えば、１以上の冷却流体又はその他の流体を、
前記細長い部材の遠位部又は前記細長い部材の遠位部付近の組織に送達するための流体送
達管腔として構成され得る。
【００２９】
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　前記プローブは、１以上のクリーニング要素（例えば、プローブの１以上のレンズから
残屑を洗浄し又は拭き取るために用いられる要素）を含み得る。前記クリーニング要素は
ワイパを含み得る。このワイパは、例えば、前記センサ組立体の１以上の部分を横切って
（例えば、前記センサ組立体のレンズを横切って）移動するように構成されたワイパであ
る。前記クリーニング要素は、前後に往復運動するように構成及び配置されてもよい。前
記クリーニング要素は着脱可能であり得る。
【００３０】
　前記プローブは、クリーニング組立体（例えば、流体を前記細長い部材の遠位部に送達
するように構成及び配置された組立体）を含み得る。これは、例えば、流体を、遠位部に
取り付けられたレンズに送達し、それにより、例えば、粘液又はその他の体液をプローブ
から除去するためである。前記クリーニング組立体は、１以上のクリーニング部材（例え
ば、前記プローブの少なくとも一部を連続的にクリーニングするために用いられる第１の
クリーニング部材及び第２のクリーニング部材）を含み得る。前記プローブは第２のクリ
ーニング組立体を含むことができ、前記第２のクリーニング組立体は、前記第１のクリー
ニング組立体と類似であっても、又は、異なっていてもよい。
【００３１】
　前記プローブは、測定されるべき組織から予め決められた距離に前記センサ組立体又は
その他のプローブ部品を配置するための１以上の位置決め部材を含み得る。前記位置決め
部材は、前記プローブの一部（例えば、前記センサ組立体の少なくとも一部）を前記複数
の組織部位に対して特定の位置又は方向に配置するように構成され得る。一実施形態にお
いて、前記位置決め部材は、前記プローブの一部を管腔内の中心に配置するように（例え
ば、食道の一区画内の中心に配置するように）構成される。或いは、又は、さらに、前記
位置決め部材は、前記プローブの前記部分を、中心から外れた位置（例えば、前記複数の
患者部位を含む管腔壁の前記部分の相対的に反対側の管腔壁の一部の付近）に配置するよ
うに構成され得る。前記位置決め要素は、前記センサ組立体の近位側及び／又は遠位側に
配置され得る。前記位置決め要素は、バルーン及び拡張可能なケージの１以上を含み得る
。
【００３２】
　前記プローブは、測定される組織のトポグラフィを修正するために、例えば、折り目又
はディボット（窪み）（例えば、食道組織の折り目又はディボット）を除去又は低減する
ために用いられる１以上の組織引張部材を含み得る。前記組織テンショナ（引張部材）は
、展開可能な要素、例えば、バルーン、ステント、又は対向アーム若しくはフィンガであ
り得る。前記組織テンショナの少なくとも一部が、形状記憶材料、例えば、ニチノールを
含み得る。複数の組織テンショナが含まれ得る。組織テンショナに、その上に、及び／又
は、組織テンショナ付近にセンサを配置し得る。前記組織テンショナは、組織を半径方向
に、及び／又は軸方向に引張るように構成され得る。
【００３３】
　前記プローブは、管腔拡張器(luminal expander)を含み得る。これは、例えば、管腔壁
組織（例えば食道壁組織）を拡張するためのものである。前記管腔拡張器は、組織を気体
（例えば、空気若しくは二酸化炭素）、及び／又は、液体（例えば生理食塩水）により拡
張するように構成され得る。
【００３４】
　前記プローブは、組織温度変更組立体、例えば、望ましくない温度に達した組織（例え
ば、前記複数の患者部位の１以上の区画）を加温又は冷却するための組立体を含み得る。
前記組織温度変更組立体は、吸熱反応を生じさせるように（例えば、心臓の熱アブレーシ
ョン処置中に組織を冷却するために）動作可能に活性化されるように構成された物質を含
み得る。或いは、前記組織温度変更組立体は、放熱反応を生じさせるように（例えば、心
臓の冷凍アブレーション処置中に組織を加温するために）動作可能に活性化されるように
構成された物質を含み得る。前記組織温度変更組立体は、流体（例えば、冷却流体）を組
織上に噴霧するように構成され得る。前記組織温度変更組立体は、前記プローブの少なく
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とも一部を冷却するように（例えば、前記プローブ付近の組織を冷却するために）構成及
び配置された１以上のペルチェ素子を含み得る。
【００３５】
　前記プローブは、前記プローブの少なくとも一部の温度を修正及び／又は維持するよう
に構成及び配置されたプローブ温度修正組立体を含み得る。前記プローブ温度修正組立体
は、前記プローブの一部を、例えば循環流体により冷却又は加温するように構成され得る
。前記プローブ温度修正組立体は、少なくとも２つの同軸管を含み得る。これらの管は、
例えば、１以上の光ファイバを取り囲み、且つ、内側管内で魔法瓶効果をもたらすように
構成及び配置された２つの管である。前記プローブ温度修正組立体は、１以上の電子部品
（例えば、前記細長い部材の前記遠位部に配置された１以上の電子部品）の温度を維持す
るように構成され得る。前記プローブ温度修正組立体は、ペルチェ素子を含み得る。
【００３６】
　前記プローブは、前記プローブの少なくとも一部に温度変化を回避させるように構成及
び配置された等温組立体を含み得る。前記等温組立体は、魔法瓶設計、循環流体（例えば
、比較的定温に維持される循環流体、又は、前記プローブの一部の１以上の測定された温
度に基づいてその温度が変化する循環流体）、前記センサ組立体の少なくとも一部付近に
配置された組立体、前記センサ組立体の少なくとも一部の近位側に配置された組立体、及
び、前記センサ組立体の少なくとも一部の遠位側に配置された組立体の１以上を含み得る
。
【００３７】
　前記プローブは、イメージング（撮像）装置（例えば、超音波イメージング装置又は可
視光カメラ）を含み得る。イメージング装置からの画像がディスプレイ上で提供され得る
。
【００３８】
　前記プローブは、温度センサ（例えば、前記細長い部材上（例えば、前記細長い部材の
遠位部上）に配置された熱電対又はその他の温度センサ）を含み得る。
【００３９】
　前記プローブは、１以上のマーカ、例えば、放射線不透過性マーカを含み得る。
【００４０】
　前記プローブは、医療処置（例えば、治療又は再建処置）を実行するために用いられる
１以上の機能要素を含み得る。典型的な機能要素は、電極、薬剤送達要素、電磁要素、加
熱要素、冷却要素（例えばペルチェ素子）、及びこれらの組合せを含むがこれらに限定さ
れない。１以上の機能要素は、前記細長い部材の前記遠位部上に（例えば、前記プローブ
の遠位先端上又は遠位先端内に）配置され得る。前記センサは、前記遠位部の軸に沿って
前方に向けられても、又は、前記遠位部の軸に対して直交するように側方に向けられても
よい。１以上の機能要素が、１以上の熱電対（例えば、前記プローブ及び／又は前記セン
サ組立体を較正するために用いられる１以上の熱電対）を含み得る。
【００４１】
　前記プローブは、信号アナライザ（分析器）（例えば、少なくともセンサ組立体から受
信された信号に基づく情報を提供する信号アナライザ）を含み得る。前記信号アナライザ
は、最大温度情報を提供し得る。前記信号アナライザは、プローブの操作者により選択さ
れた組織部位に基づいた情報を提供し得る。前記信号アナライザは、エネルギ送達に警報
を発し調節するよう構成されたアラート組立体のような、アラート組立体を含み得る。前
記アラート組立体は、臨床医が調節可能又はプログラミング可能（例えば、温度閾値及び
／又は温度上昇閾値のレベルを調整可能）であり得る。前記信号アナライザは、温度情報
をデータのライブラリ（例えば、データの安全マップを含むライブラリ）と比較し得る。
前記信号アナライザは、複数の温度読み取り値の最大値を閾値と比較し得る。前記信号ア
ナライザは、温度データのヒストグラムを作成し得る。前記信号アナライザは、画像安定
化（例えば、前記プローブのセンサ（例えば、前記細長い部材の前記遠位部に取り付けら
れた加速度計）から受信した信号に基づいた画像安定化）をもたらし得る。前記信号アナ
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ライザは、領域（例えば、ビデオディスプレイ上に提供される領域）に自動的にズームイ
ンし又はこの領域からズームバックするように構成され得る。前記自動ズームは温度情報
により起動されることができ、例えば、ズームイン機能が、前記複数の患者部位の特定の
部分における閾値を上回った１以上の温度により起動され得る。ズームアウト機能は、現
在表示されている組織部の外側の部位にて所定温度が達成された場合に、例えば、閾値を
上回る温度が生じている部位を包含するために起動され得る。前記信号アナライザは、パ
ンニング機能を提供するように構成され得る。
【００４２】
　前記プローブは、メモリ記憶モジュール、例えば、時間対温度マップ情報を記憶するよ
うに構成されたメモリ記憶モジュールを含み得る。前記メモリモジュールは、ビデオ情報
、英数字情報、及びこれらの組合せから成る群から選択される情報を記憶するように構成
され得る。
【００４３】
　前記プローブは、エラー検出組立体（例えば、予測された範囲外の温度が検出された場
合に警告するように構成されたエラー検出組立体）を含み得る。前記エラー検出組立体は
、さらに、基準異常値を補償するように構成されることができ、こうして、異常値が疑わ
れ又は確認された場合にアラーム状態が回避される。
【００４４】
　前記プローブは、較正組立体（例えば、前記センサ組立体、及び／又は、前記プローブ
の別の部品若しくは組立体に較正を実行するように構成された較正組立体）を含み得る。
前記較正組立体は、較正アルゴリズム、又は、前記較正組立体から受け取った情報を利用
するその他のサブルーチンを含み得る。前記較正組立体は較正基準値を含み得る。
【００４５】
　前記プローブは、滅菌バリア（例えば、前記細長い部材の少なくとも遠位部の周辺に配
置された滅菌バリア）を含み得る。
【００４６】
　前記プローブは、さらに、前記複数の患者部位からの非温度情報を含む第２のマップを
生成するように構成及び配置され得る。前記非温度情報は、前記複数の患者部位の視覚画
像及び／又は超音波画像を含み得る。
【００４７】
　前記プローブは可聴トランスデューサを含み得る。一実施形態において、前記可聴トラ
ンスデューサにより作成された音声は変化し、且つ、温度情報に相関する。音声の変化が
、温度読み取りの平均値、温度読み取りの最大値、温度読み取りの最小値、及び、時間経
過における温度読み取りの積分値の１以上に相関し得る。
【００４８】
　前記プローブは、可視トランスデューサ、例えば、発光素子（ＬＥＤ）を含み得る。
【００４９】
　前記プローブは、フィードバック回路（例えば、エネルギ送達ユニット（例えば、高周
波エネルギ送達ユニット又は冷凍アブレーション送達ユニット）を制御するために使用さ
れるフィードバック回路）を含み得る。前記フィードバック回路は、エネルギ送達を修正
するように（例えば、エネルギ送達を低減又は停止するように）構成され得る。前記フィ
ードバック回路は、エネルギ送達を防止するように（例えば、前記フィードバック回路が
オフ状態であるか又はそれ以外に不都合な温度状態を検出した場合にエネルギ送達を防止
するように）構成され得る。前記フィードバック回路は、組織及び／又はプローブ冷却組
立体を制御するように（例えば、１以上の温度測定値が閾値を上回っている場合に冷却組
立体を作動させるように）構成され得る。前記フィードバック回路は、組織及び／又はプ
ローブ加温組立体を制御するように（例えば、１以上の温度測定値が閾値を下回っている
場合に加温組立体を作動させるように）構成され得る。
【００５０】
　前記プローブは、レンズ組立体（例えば、赤外光を集束するか又はその他の方法で１以
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上の赤外検出器又はその他の赤外センサ上に方向付けるように構成されたレンズ組立体）
を含み得る。前記レンズ組立体は、１以上のレンズ（例えば、内側レンズ及び外側レンズ
）を含み得る。
【００５１】
　前記プローブは、ノイズ低減アルゴリズムを、例えば、赤外ノイズ又はその他の熱ノイ
ズを低減するために含み得る。前記ノイズ低減アルゴリズムは、１以上の予め決められた
ノイズ源（例えば、１以上の予め決められた赤外放射源）を低減するか或いはフィルタリ
ングするように構成され得る。
【００５２】
　前記プローブは、１以上のツールを含み得る。これらは、例えば、エネルギ送達要素（
例えば、高周波電極）、レーザ、超音波クリスタル、鋸、ドリル、電気焼灼装置、凝固器
、腹腔鏡ツール、及びこれらの組合せから成る群から選択される１以上のツールである。
【００５３】
　別の態様によれば、本発明の概念による温度モニタリングプローブ及び腹腔鏡ツールを
含むシステムが提供される。前記プローブセンサ組立体が、前記腹腔鏡ツール上に、及び
／又はその内部に配置されることができ、或いは、その他の方法で前記腹腔鏡ツールに一
体化され得る。前記プローブの細長い部材は、前記腹腔鏡ツールのシャフトを含み得る。
【００５４】
　別の態様によれば、本発明の概念による温度モニタリングプローブ及び骨切断器を含む
システムが提供される。前記骨切断器は、ドリル及び／又は鋸を含み得る。前記プローブ
の複数の患者部位は、切断されている組織、及び／又は、切断されている組織付近の組織
を含み得る。
【００５５】
　別の態様によれば、本発明の概念による温度モニタリングプローブ及びエネルギ送達組
立体を含むシステムが提供される。前記エネルギ送達組立体は、レーザエネルギ、高周波
エネルギ、低温流体エネルギ、マイクロ波エネルギ、機械的エネルギ、化学エネルギ、電
磁エネルギ、及びこれらの組合せから成る群から選択されるエネルギを送達するように構
成され得る。前記エネルギ送達組立体は、前記プローブの細長い部材の遠位部に（例えば
、前記プローブの遠位端上又はその付近に）配置され得る。前記プローブの複数の患者部
位は、エネルギが送達されている組織、及び／又は、エネルギを受け取っている組織付近
の組織を含み得る。
【００５６】
　別の態様によれば、本発明の概念による温度モニタリングプローブ及び磁気共鳴イメー
ジング（ＭＲＩ）装置を含むシステムが提供される。前記プローブは、ＭＲＩ撮像手順中
に生成される熱（例えば、撮像されている患者の内部、その上、又はその付近の１以上の
強磁性材料にて又はその付近にて生じる熱）を検出するように構成及び配置されている。
【００５７】
　さらに別の態様によれば、複数の患者部位のための温度情報を含む温度マップを生成す
る方法が開示される。センサ組立体及び細長い部材を含むプローブが提供される。前記細
長い部材は近位部及び遠位部を含む。
【００５８】
　本明細書中に組み込まれ、且つ本明細書の一部を構成する添付図面が、本発明の概念の
様々な実施形態を例示し、また、詳細な説明と共に、発明の概念の原理を説明することを
補助する。
【図面の簡単な説明】
【００５９】
【図１】本発明の概念による、温度測定プローブを含むシステムの概略図である。
【図２Ａ】本発明の概念による、アブレーションカテーテル及び食道温度プローブを含む
臨床処置の側方図である。
【図２Ｂ】本発明の概念による、図２Ａの食道温度プローブの側方断面図である。
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【図２Ｃ】本発明の概念による、図２Ｂの温度プローブの側方断面拡大図である。
【図３Ａ】本発明の概念による、アブレーション及び前方視型温度測定プローブの遠位部
の側方断面図である。
【図３Ｂ】本発明の概念による、アブレーション及び前方視型温度測定プローブの遠位部
の端部断面図である。
【図４Ａ】本発明の概念による、並進移動センサを有する側視型温度プローブの細長い部
材の側方断面図である。
【図４Ｂ】本発明の概念による図４Ａの温度プローブの、センサが前進された状態の側方
断面図である。
【図５】本発明の概念による、回転センサアレイを有する側視型温度プローブの遠位部の
側方断面図である。
【図６】本発明の概念による、ベベル端を有するファイバ束を有する側視型温度プローブ
の遠位部の側方断面図である。
【図７】本発明の概念による、センサアレイがシャフトに取り付けられた、側視型温度プ
ローブの遠位部の側方断面図である。
【図８】本発明の概念による、ファイバ束、及び、端部に取り付けられた集束レンズを有
する側視型温度プローブの遠位部の側方断面図である。
【図９Ａ】本発明の概念による、光ファイバアレイ及び先端電極を含むアブレーション及
び前方視型温度測定プローブの側方断面図である。
【図９Ｂ】本発明の概念による、光ファイバアレイ及び先端電極を含むアブレーション及
び前方視型温度測定プローブの端部断面図である。
【図１０】本発明の概念による、魔法瓶構造を有する側視型温度プローブの側方断面図で
ある。
【図１１】本発明の概念による、表面センサアレイを有する側視型温度プローブの側面図
である。
【図１２】本発明の概念による、アブレーション及び前方視型温度測定プローブと、エネ
ルギ送達ユニットとを含むシステムの概略図である。
【図１３】本発明の概念による、位置決めアームを含む側視型温度プローブの遠位部の側
方断面図である。
【図１４】本発明の概念による、流体送達ポートを含む側視型温度プローブの遠位部の側
方断面図である。
【図１５Ａ】本発明の概念による、クリーニングワイパを有する側視型温度測定プローブ
の遠位部の側面図である。
【図１５Ｂ】本発明の概念による、図１５Ａの側視型温度測定プローブの、クリーニング
ワイパが前進された状態を示す。
【図１６】本発明の概念による、クリーニング流体送達ポートを有する側視型温度測定プ
ローブの遠位部の側方断面図である。
【図１７】本発明の概念による、レンズ、ミラー、冷却チャンバ及びセンサを含む着脱可
能な部分を有する側視型温度測定プローブの遠位部の側方断面図である。
【図１８】本発明の概念による、温度測定プローブのためのデータ分析及び処理機能のフ
ローチャートを示す。
【図１９】外側シース及び位置決めアームを含む使い捨て部分と、センサ組立体を含む再
使用可能な部分とを有する側視型温度プローブの遠位部の側面図である。
【発明を実施するための形態】
【００６０】
　ここで、添付図面にその例が示されている、本発明の概念による本発明の実施形態につ
いて詳細に記載する。図面全体を通じて常に、同一の又は類似の部品を示すためには同一
の参照番号を用いるものとする。
【００６１】
　以下の実施形態において、複数の部位（例えば患者の組織の表面）に関する温度マップ
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を生成するための温度測定プローブが提供される。このプローブは、１以上のセンサ（例
えば、赤外光検出器又はその他の赤外センサ）を含み得る。このプローブは、再使用可能
な部分と、１以上の使い捨て部分とを含み得る。このプローブは、細長い部材を含むこと
ができ、この細長い部材の側方に、及び／又は細長い部材の遠位端の前方に位置する複数
の部位の温度を測定し得る。
【００６２】
　ここで、図１を参照すると、本発明の概念を示すシステムが示されている。システム１
０は、管腔温度測定装置１００、電子モジュール１５０、及び、ディスプレイ１５５を含
む。装置１００は、患者の内部に（例えば、患者の身体の管腔内に）配置されるように構
成され得る。システム１０は、複数の患者部位の温度マップを生成するように構成されて
いる。典型的な患者部位は、１以上の連続した組織領域、複数の不連続の部位、単一面上
の１以上の部位、又は、複数の面上の２つ以上の部位を含むが、これらに限定されない。
装置１００はシャフト１１０を含み、シャフト１１０は、その近位端にコネクタ１１１を
含む。シャフト１１０は、硬質でも柔軟であってもよく、又は、硬質の部分及び柔軟な部
分の両方を含み得る。装置１００は、ケーブル１１２を介して電子モジュール１５０に取
り付けられている。ケーブル１１２は、電力を供給し又は力を伝達する、電気信号を例え
ば電線を介して送受信する、光信号を例えば光ファイバケーブルを介して送受信する、音
声信号（例えば音波）を送信する、固体、液体又は気体を、例えば１以上の管を介して送
る、などを含む（これらに限定されない）機能の１以上を実行するように構成され得る。
【００６３】
　センサ組立体１２０がシャフト１１０の遠位端に配置され、且つ、患者部位（例えば、
複数の組織部位）に関する温度情報を提供するように構成されている。一実施形態におい
て、センサ組立体１２０は、温度情報を決定するために、赤外信号を収集、測定、及び／
又は処理するように構成される（例えば、装置１００が受動型若しくは能動型の赤外検出
器又は検出器アレイを含む場合）。センサ組立体１２０は、赤外又はその他のエネルギが
、装置１００内の別の位置に配置されたセンサ及び／又は電子モジュール１５０に向かっ
て方向付けられることができるように、レンズ組立体を含み得る。温度情報を測定するた
めに用いられる典型的なセンサは、赤外センサ（例えば、受動型又は能動型の赤外センサ
又はセンサアレイ）、熱電対又は熱電対アレイ、熱電対列（例えばボロメータ）、サーミ
スタ、サーモクロミック要素、高温計、液晶温度検知器（例えばサーモトロピック液晶）
、蛍光センサ、及び、ロイコ色素を含むセンサ、並びに、これらのセンサの組合せを含む
が、これらに限定されない。
【００６４】
　或いは、又は、さらに、装置１００及びセンサ組立体１２０は、非温度の組織変化を検
知するように構成され、これにより、システム１０は、この組織変化情報を、複数の患者
部位に関する温度マップを生成するために処理することができる。これらの組織変化は、
組織色変化、細胞構造変化（例えば、細胞拡大）、組織導電率変化、組織密度変化、及び
、これらの変化の組合せを含むがこれらに限定されない。これらの非温度信号は、組織の
絶対温度又は組織の温度の変化と相関し得る
　或いは、又は、さらに、装置１００及びセンサ組立体１２０は、組織により生成された
物質を検出するように構成され、これにより、システム１０は、この物質生成情報を、複
数の患者部位に関する温度マップを生成するために処理することができる。物質生成情報
は、細胞損傷に関連する１以上の物質、ガス生成、煙生成、及び、これらの組合せを含み
得るがこれらに限定されない。
【００６５】
　センサ組立体１２０は、光（例えば赤外光）の、集束、透過、分離、減少、フィルタリ
ング、通信、又はその他の処理のための様々な光学部品を含み得る。典型的な部品は、レ
ンズ、ミラー、フィルタ、光ファイバケーブル、プリズム、増幅器、屈折レンズ、スプリ
ッタ、偏光子、及び、当業者に公知のその他の光学部品を含むが、これらに限定されない
。一実施形態において、光学部品は、センサ組立体１２０と一体的なセンサ又はセンサア
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レイ上に赤外光を集束させる。１以上の光学部品は、装置１００に固定的に取り付けられ
ても、又は移動されてもよく、この移動は、例えば、回転運動、並進運動、往復運動、軌
道運動、及び／又はその他の運動のための組立体（例えば、ＭＥＭＳ組立体）を用いて行
われる。
【００６６】
　センサ組立体１２０は、温度情報を電子モジュール１５０に提供する。この情報は、１
以上の導体（例えば、導線又は光ファイバーケーブル）により伝送されることができ、或
いは、無線で送信され得る。特定の実施形態において、センサ組立体１２０は、赤外光の
形態の温度情報（シャフト１１０を通して送信され、例えば、一連のミラーを用いて偏向
される）を、赤外センサアレイ（装置１００の近位部、及び／又は電子モジュール１５０
内部にある）に提供する。別の実施形態において、センサ組立体１２０は、光ファイバケ
ーブル（例えば、赤外光又は赤外光束に対して低インピーダンスの、又は透過性（ゼロイ
ンピーダンス）のケーブル）に接続され、また、赤外光を、装置１００の近位部の、及び
／又は電子モジュール１５０内部の赤外センサアレイに向けて方向付けるレンズ又はその
他の光学部品組立体に接続される。さらに別の実施形態において、センサ組立体１２０は
、赤外センサアレイ、及び、１以上の導電体（例えば、シャフト１１０にて近位方向に延
在し、且つ、温度情報を電子モジュール１５０に送信する導線）を含む。
【００６７】
　装置１００は、１以上の患者部位（例えば、患者の食道内の１以上の部位）の可視画像
を提供するために構成及び配置された可視光カメラを含み得る。特定の実施形態において
、センサ組立体１２０により記録された部位と同一の又は類似の複数の患者部位の可視光
画像がディスプレイ１５５上で提供される。
【００６８】
　センサ組立体１２０の付近にポート１１６があり、これは、例えば、流体をセンサ組立
体１２０に、又は、センサ組立体１２０付近の組織に送達するように構成されたポートで
ある。シャフト１１０は、ケーブル１１２、ポート１０５ａ又はポート１０５ｂに、流体
的に又はその他の方法で動作可能に接続された１以上の管（図示せず）を含むことができ
、これにより、例えば、膨張流体（例えば、バルーンを膨張させるための流体）を提供し
、１以上の薬剤（例えば、冷却若しくは加温流体又は薬物）をポート１１６に送達し、或
いは、ファイバ若しくはファイバ束（例えば、ケーブル連結、光ファイバ若しくは光ファ
イバ束、又は、導体若しくは導体束）をスライド可能に受け入れる。
【００６９】
　装置１００は、１以上の機能要素、例えば、センサ組立体１２０付近に配置された機能
要素１６０を含み得る。機能要素１６０は、典型的には、センサ又はトランスデューサ（
変換器）であり、例えば、電極、薬剤送達要素、電磁トランスデューサ、加熱又は冷却要
素、及びこれらの組合せから成る群から選択された要素である。機能要素１６０は、セン
サ（例えば、熱電対、又はその他の温度センサ）であり得る。特定の実施形態において、
機能要素１６０は、センサ組立体１２０の較正（キャリブレーション）にて用いられるよ
うに構成された温度センサである。
【００７０】
　シャフト１１０の近位端にポート１０５ａ及びポート１０５ｂが配置されている。ポー
ト１０５ａ及びポート１０５ｂは、シャフト１１０の１以上の管（図示せず）に動作可能
に接続されている。この管は、好ましくは、シャフト１１０に沿った１以上の部位（例え
ば、ポート１１６、機能要素１６０、及び／又はセンサ組立体１２０）への接続をもたら
す。ポート１０５ａ及び／又はポート１０５ｂは、流体送達装置（例えば、注入ポンプ又
はシリンジ）への取り付けが可能であり、これにより、流体（例えば、生理的食塩水）を
、装置１００の一部を洗浄するために、センサ組立体１２０付近の組織を加熱又は加温す
るために、及び／又は、別の機能を提供するために用いることができる。
【００７１】
　装置１００は、１以上の安定化部を含むことができ、これらは、典型的にではないが、
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シャフト１１０の近位端付近に、又はケーブル１１２に沿って配置され、装置１００を位
置決めし、且つ／又は、装置１００の望ましくない動きを防止するように構成されている
。典型的な安定化部は、クリップ、口金（例えば、シャフト１１０を患者の食道内に配置
するために用いる口金）、吸引組立体、及び、これらの組合せを含み得る。
【００７２】
　電子モジュール１５０は、装置１００のセンサ組立体１２０から信号を受信する。これ
らの信号は、センサ組立体１２０付近の複数の患者部位の温度マップを示す。センサ組立
体１２０は電気信号を生成することができ、これらの信号は、例えば、センサ組立体１２
０と一体的な電子機器（図示されていないが、好ましくは、可視光及び赤外カメラ製品に
共通の電子機器）から受信した信号である。或いは、又はさらに、信号は、光信号（例え
ば、センサ組立体１２０から受信されて、シャフト１１０及びケーブル１１２に収容され
ている光ファイバを介して送信される赤外信号）であってもよい。一実施形態において、
コネクタ１１１は、光信号を電気信号に変換する電子機器組立体を含み得る。これは、例
えば、コネクタ１１１が、シャフト１１０内に収容されているファイバ束から光信号を受
信し、そして、電気信号を電子モジュール１５０に、ケーブル１１２内の電線を通して送
信する場合である。
【００７３】
　電子モジュール１５０は、センサ組立体１２０から受信した信号を、センサ組立体１２
０により視られた複数の患者部位の温度マップを示す情報を作成するために処理する。温
度情報は、ディスプレイ１５５上に、例えば、ケーブル１１３を通して伝送された信号を
介して示されることができ、これにより、温度マップ１５６がディスプレイ１５５に示さ
れる。或いは、又は、さらに、温度情報は、無線トランシーバを介してディスプレイ１５
５に送信され得る。温度マップ１５６は多数の形態で表示されることができ、これらは、
複数の患者部位の温度を示す英数字値の表形式表示、又は、グラフ画像（例えば、温度を
色合い又は色相により表示するカラー画像）を含むがこれらに限定されない。
【００７４】
　電子モジュール１５０は、アラームトランスデューサ（変換器）１５７を含み得る。ト
ランスデューサ１５７は、例えば、可聴トランスデューサ、可視トランスデューサ（例え
ば、発光ダイオード（ＬＥＤ））、触覚トランスデューサ、又は、操作者に、状況（例え
ば、アラーム、アラート、警告、又は、システムの操作者が通知されるべきその他の状態
（本文以下、「アラーム」(“alarm”)））を警告するように構成されたその他の要素か
ら成る群から選択されるトランスデューサである。モジュール１５０は、センサ組立体１
２０から受信した情報を、アラームトランスデューサが作動されるべき状況がいつ存在す
るかを判断するために処理し得る。アラーム状態は、例えば、ユーザインタフェース（図
示されていないが、電子モジュール１５０と一体的であり、又は、システム１０の別の部
品である）を介して調整可能であり得る。一実施形態において、アラーム状態は、閾値（
例えば、システム１０の操作者により調整可能な閾値）との比較により判断される。アラ
ーム状態は、現在の温度マップ、及び／又は、温度マップの累積値、若しくは、その他の
数学的処理による表示値（例えば、複数の患者部位の累積履歴値）に基づき得る。特定の
実施形態において、システム１０は、複数の患者部位に関する現在の及び履歴的な温度情
報を提供する。これらの情報は、現在の温度、平均温度、最高温度、最低温度、温度変化
の傾斜及び、時間経過における温度の積分値を含むが、これらに限定されない。様々なタ
イプ及び形態の、記録された、及び計算された温度情報が、ディスプレイ１５５、別のデ
ィスプレイ又はメモリ部品を介して操作者に提示されることができる。或いは、又は、さ
らに、様々なタイプ及び形態の、記録された、及び計算された温度情報を１以上のアラー
ム閾値と比較させ、これにより、例えば、アラームトランスデューサ１５７を作動させこ
とができる。特定の実施形態において、アラーム状態になったとき、システム１０又は別
個のシステムが、システム１０により、例えば、最大温度が達成されたときに電力の送達
を停止するように制御され得る。
【００７５】



(34) JP 2014-508547 A 2014.4.10

10

20

30

40

50

　電子モジュール１５０は、メモリ記憶モジュール（例えば、温度及び／又はその他のタ
イプの情報を記憶するように構成されたモジュール）を含み、これらの情報は、履歴的情
報（例えば、温度対時間情報）、予め決められた閾値情報（例えば、特定の組織又は組織
タイプに対して許容可能な最大温度に関する情報）、計算された情報（例えば、所定の組
織部位のための温度の時間積分値）、較正（キャリブレーション）情報（例えば、履歴的
な較正情報、及び、較正手順を実行するために用いられるデータ）、アラーム情報（例え
ば、履歴的アラーム状態、又は、システム１００がアラーム状態になったときを判断する
ために用いられるデータ）、及びその他の情報を含むが、これらに限定されない。
【００７６】
　電子モジュール１５０は、信号アナライザ（分析器）（例えば、操作者により用いられ
、又は修正され得る信号アナライザ）を含み得る。信号アナライザの入力及び出力が、デ
ィスプレイ１５５に（例えば、特定の組織部位に関する温度情報の表示にて）示され得る
。信号アナライザは、ズーミング（例えば、特定の組織部位へのズーミング）を可能にす
ることができ、この部位位置が、操作者により、例えば、ユーザインタフェース（図示せ
ず）を介して操作され得る。
【００７７】
　システム１０は、視覚化機器２１０（例えば、ＭＲＩ、Ｃｔスキャナ、蛍光透視鏡又は
その他のＸ線分析装置、及びこれらの組合せから成る群から選択される視覚化機器）を含
み得る。一実施形態において、視覚化機器２１０はＭＲＩであり、システム１０は、熱（
例えば、ＭＲＩと患者に埋め込まれた１以上の金属片との相互作用により生じた望ましく
ない熱）を検出するために用いられる。
【００７８】
　システム１０は、装置１００の代わりに、又は、装置１００に加えて、ケーブル３０１
介して電子モジュール１５０に接続されたツール３００を含む。ツール３００はセンサ組
立体３２０を含む。センサ組立体３２０は、複数の患者部位（例えば、ツール３００によ
り治療される骨の表面又はその他の組織）を視覚化するように構成された、前方視型の赤
外センサ組立体である。ツール３００は、腹腔鏡ツール（例えば、腹腔鏡高周波（ＲＦ）
エネルギアブレーションツール）、骨切断ツール（例えば、骨切断鋸）、ドリル、及びこ
れらの組合せから成る群から選択されるツールであり得る。典型的な用途において、複数
の患者部位は、ドリルで穴開けされ又は切開される骨であり、システム１０は、患者の組
織の過熱を防止するように構成される。
【００７９】
　システム１０は、典型的に、使い捨て部品及び再使用可能な部品の両方を含む。一実施
形態において、シャフト１１０、センサ組立体１２０、及びケーブル１１２を含む装置１
００は使い捨てであり（例えば、１回の患者処置のためにのみ用いられる）、電子モジュ
ール１５０及びディスプレイ１５５は再使用可能である。別の実施形態において、ケーブ
ル１１２は再使用可能である。別の実施形態において、使い捨てのシースが、再使用可能
なシャフト１１０及び再使用可能なセンサ組立体１２０を含む再使用可能な装置１００を
取り囲んでいる。
【００８０】
　ここで、図２Ａを参照すると、患者がアブレーション処置（例えば、心房細動（ＡＦ）
を治療するための心臓アブレーション処置）を受けている、本発明の概念による方法が示
されている。アブレーションカテーテル２５３が患者の血管系に挿入され、患者Ｐの心臓
に向かって前進されている。エネルギ送達ユニット（図示せず）がカテーテル２５３に接
続し、これにより、カテーテル２５３がアブレーションエネルギを患者Ｐの心臓に送達さ
せる。アブレーションは、典型的に、組織（例えば、左心房又は右心房の組織）を、高周
波（ＲＦ）エネルギ、レーザエネルギ、低温（極低温）エネルギ、亜音速(subsonic)エネ
ルギ、音響エネルギ、超音波エネルギ、マイクロ波エネルギ、化学エネルギ、及びこれら
の組合せを用いて加熱又は冷却することにより達成される。
【００８１】
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　システム１０は、臨床医により患者Ｐの食道に挿入された装置１００を含む。システム
１０は、患者Ｐの食道内での複数の部位の温度マップ１５６を提示するディスプレイ１５
５を含む。温度マップ１５６、及び、ディスプレイ１５５若しくは別のディスプレイ装置
（図示せず）上で提供されるその他の情報は、温度又はその他の情報を区別するために、
様々な英数字又はその他の図形特性を利用し得る。好ましい実施形態において、異なる温
度は、色、色合い、コントラスト、色相、彩度、及び輝度のうちの１つ以上の変化により
区別される。或いは、又は、さらに、英数字による情報は、ボールド（太字）性(boldnes
s)、フォントタイプ及びサイズの１つ以上を変更することにより区別され得る。温度情報
のような情報は、１以上の特徴（例えば、色）と相関され得る。特定の実施形態において
、相関アルゴリズムが臨床医により調整される。例えば、臨床医は、赤色の特定の色合い
を特定の温度レベルに設定し得る。或いは、又は、さらに、温度情報を示すために、音声
（例えば、温度が変化するとピッチ又は音量が変化する音声）を用いてもよく、温度レベ
ルと音声パラメータとの相関関係は臨床医により調整可能であり得る。
【００８２】
　温度マップ１５６に加えて、システム１０は、装置１００のセンサ組立体、又は、装置
１００の１以上のその他のセンサ若しくは機能要素により提供される多数の形態の情報を
提供し得る。このような情報は、システム１０の１以上のアルゴリズムにより（例えば、
図１の電子モジュール１５０により）処理される情報であり得る。典型的な温度情報は、
平均温度、累積温度、最高温度及び最低温度、時間経過における温度範囲、及び、温度の
変化率を含むが、これらに限定されない。提供されるその他の情報は、時刻、日付、患者
のＩＤ、臨床医のＩＤ、処置部位、複数の患者部位の解剖学的説明、ＥＫＧ（心電図）情
報、送達されるエネルギの情報、及び、患者のその他の生理的情報を含むが、これらに限
定されない。提供される情報は、英数字及び／又は図形の形態であってよい。
【００８３】
　また、図２Ａには、視覚化機器２１０が示されている。視覚化機器２１０、典型的には
リアルタイムＸ線装置又は蛍光透視鏡が、患者の解剖学的構造の内部画像を提供する。
【００８４】
　ここで、図２Ｂを参照すると、図２Ａの患者Ｐの断面図が示されている。装置１００が
、食道内に、センサ組立体１２０が患者の心臓付近に配置されるように挿入されている。
アブレーション処置中、センサ組立体１２０及び装置１００は、患者の心臓が加熱及び／
又は冷却されているときに食道への損傷を防止するように構成された温度マップ情報を提
供するために用いられる。臨床医が特に注意していることは、心臓と食道との近接及び接
触可能性により、患者の心臓の後壁にエネルギが伝達されてしまうことである。
【００８５】
　ここで、図２Ｃを参照すると、図２Ａ及び図２Ｂの患者Ｐの食道の断面図が示されてい
る。装置１００は、図２Ｂに示した部位まで前進されて、図２Ｃに示した位置まで回転さ
れている。センサ組立体１２０は、患者の心臓に最も近い食道の組織部位に配置されるレ
ンズ１２２（長さが、典型的に０．５インチ～４インチ）を含む。センサ組立体１２０は
、シャフト１１０に対して相対的に直角な部位の温度を、食道壁に接触せずに測定するよ
うに構成されている。シャフト１１０は、マーカ１１４ａ及びマーカ１１４ｂ（それぞれ
、センサ組立体１２０の近位側及び遠位側）を含む。マーカ１１４ａ及びマーカ１１４ｂ
は、典型的には、図２ａの視覚化機器２１０により視認可能な放射線不透過性マーカであ
る。或いは、又は、さらに、マーカ１１４ａ及びマーカ１１４ｂは、超音波反射性マーカ
、電磁マーカ、可視マーカ、及び、これらのマーカの組合せから成る群から選択されるマ
ーカであり得る。
【００８６】
　シャフト１１０は、１以上の流体をシャフト１１０から送達するように構成されたポー
ト１１６をさらに含む。流体は、ポート１１６から、センサ組立体１２０によりモニタさ
れている組織を冷却又は加温するために送達され得る。流体は、例えば、１以上の患者部
位が１以上の温度閾値を上回る場合にシステム１０により手動で又は自動的に送達される
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流体である。或いは、又は、さらに、生理食塩水などの流体をポート１１６から、レンズ
１２２を覆う残屑を除去するために送達してもよい。
【００８７】
　ここで、図３Ａ及び図３Ｂを参照すると、本発明の概念による温度測定プローブが示さ
れている。このプローブは、エネルギを送達し、また、プローブの遠位端より前方の複数
の患者部位の温度マップを生成する。シャフト１１０の遠位部が、レンズ１２２及びセン
サアレイ１２１を備えたセンサ組立体１２０を含む。センサ１２１は、典型的には、赤外
ＣＣＤアレイ、又は、温度範囲（例えば３０℃～７０℃の温度範囲）に対応した赤外光情
報を記録するように構成されたその他のアレイである。センサ１２１は、近位方向に延在
するワイヤ束１２８に接続されており、ワイヤ束１２８は、先に詳細に述べたように、情
報及び／又は電力をセンサ１２１に伝送し、又はこれらをセンサ１２１から受け取る。
【００８８】
　シャフト１１０の遠位端は、さらに、電極（機能要素１６０）を含み、機能要素１６０
は、典型的には、エネルギ（例えばＲＦエネルギ）を送達するように構成されている。或
いは、又は、さらに、機能要素１６０は、レーザエネルギ、低温（極低温）エネルギ（例
えば、液体窒素のような低温流体を、アブレーションされるべき組織の付近に流すことに
より送達されるエネルギ）、マイクロ波エネルギ、機械的エネルギ、化学エネルギ、電磁
エネルギ、及びこれらの組合せから成る群から選択されるエネルギを送達し得る。
【００８９】
　レンズ１２２及びセンサ１２１は、機能要素１６０によるエネルギの送達前、送達中、
及び送達後の、機能要素１６０付近の組織に関する温度マップを提供するように構成及び
配置されている。
【００９０】
　ここで、図４Ａを参照すると、本発明の概念による側視型温度測定プローブの側方断面
図が示されており、このプローブにおいて、複数の患者部位の温度マップを作成するため
に、センサが前進及び／又は後退される。装置１００は、その遠位端にレンズ１２２を含
む。レンズ１２２内にセンサ１２１（典型的には、レンズ１２２を通して受けた赤外光を
測定し且つ／又は送信するように構成されたセンサ）が配置されている。センサ１２１は
、患者の単一の部位（すなわち点）又は複数の部位に関して赤外光を測定し且つ／又は送
信するように構成され得る。別の実施形態において、センサ１２１、及び／又は、装置１
００の別の部品は、可視光情報又はその他の情報（例えば超音波情報）を記録するように
構成され得る。
【００９１】
　一実施形態において、センサ１２１は複数のセンサを含み、これらのセンサは、複数の
患者部位（例えば、センサ１２１の半径方向外側に延在し、且つ、１０度以上、典型的に
は９０度以上、より典型的には、１８０度より大きい円周角にわたる部位）の温度を測定
するように構成されている。特定の実施形態において、センサ１２１は、シャフト１１０
に対して垂直の、センサ１２１における部位範囲の全周（すなわち３６０度）に位置する
患者部位の温度情報を記録する。或いは、又は、さらに、駆動組立体１７０が、シャフト
１２３及びセンサ１２１を回転させることができる（例えば、完全な３６０度回転、又は
、３６０度未満の部分的回転（典型的には、１８０度以下若しくは９０度以下））。これ
に関しては、図５を参照しつつ、以下に説明する。或いは、又は、さらに、レンズ１２２
は、移動し且つ／又は形状を変えるように（例えば１以上のＭＥＭＳ機構を用いて）構成
及び配置され得る。
【００９２】
　センサ１２１は駆動シャフト１２３に取り付けられており、後退位置で示されている。
装置１００は、駆動ギヤ１７１及びリードねじ１７２を含む線形駆動組立体１７０を含む
。線形駆動組立体１７０は、シャフト１２３及びセンサ１２１を１種以上の速度で前進及
び／又は後退させるように構成されている。
【００９３】
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　ここで、図４Ｂを参照すると、シャフト１２３及びセンサ１２１は、レンズ１２２の遠
位部に前進されている。センサ１２１の前進及び後退中に、レンズ１２２付近の、レンズ
１２２の長さに沿った複数の組織部位の温度情報が記録される。図４Ａ及び図４Ｂのシス
テムにより作成される温度マップ情報は、多数の形態（好ましくは、レンズ１２２を取り
囲んでいる３次元組織２次元表示）で提供されることができる。温度情報が順次記録され
ている間に、完全な温度マップが同時に表示されることができ、この温度マップにおいて
、特定の患者部位の温度情報が、その情報が記録及び処理されたときに更新される。可視
画像及び超音波画像を、カメラ、ＣＣＤアレイ、超音波クリスタル及びその他のセンサを
並進移動及び／又は回転させることにより作成する技術は当業者に公知である。
【００９４】
　ここで、図５を参照すると、本発明の概念による、側視型の温度プローブの側方断面図
が示されており、このプローブは回転センサ組立体を備えている。装置１００は、シャフ
ト１１０の端部に配置されたレンズ１２２を備えている。レンズ１２２は、レンズ１２２
を取り囲んでいる組織から受けた赤外光をセンサ組立体１２０上に集束するように構成さ
れている。レンズ１２２の近位側及び遠位側にて周方向のマーカ１１４ａ及び１１４ｂが
レンズ１２２を取り囲んでおり、これらのマーカは、典型的には、蛍光透視下でセンサ組
立体１２０の位置を特定するために用いられる放射線不透過性マーカである。センサ組立
体１２０は、典型的に、類似の又は異なる赤外光センサ１２１から成る線形アレイである
。別の実施形態において、レンズ１２２は内側レンズ及び外側レンズを含む。
【００９５】
　センサ組立体１２０は駆動シャフト１２３に機械的に取り付けられており、駆動シャフ
ト１２３により回転される。駆動シャフト１２３は、ガイドブッシュ１２９を用いてシャ
フト１１０の管内の中心に配置されている。駆動シャフト１２３は、回転駆動組立体１７
５により回転される。シャフト１２３は、典型的には、完全な３６０度回転されるが、１
８０度以下、又は９０度以下の部分的な回転も行われ得る。センサ組立体１２０は、回転
されている間、センサ組立体１２０の周囲の組織（例えば、患者の管腔壁組織、例えば、
食道壁組織）の温度マップを記録する。
【００９６】
　ここで、図６を参照すると、本発明の概念による、側視型の温度プローブの側方断面図
が示されており、このプローブは、コヒーレントな光ファイバ束に組み立てられた光ファ
イバアレイを取り囲んでいる中実のシリンダを含む。装置１００はシャフト１１０を含み
、シャフト１１０は、可撓性又は剛体であり得る中実のシリンダシャフトである。シャフ
ト１１０は、コヒーレントな光ファイバ束１２５（例えば、赤外光に対してインピーダン
スをほとんど又は全く有さない光ファイバ）を含む光ファイバ束１３０を取り囲んでいる
。ファイバ束は、個々のファイバをわずか１本から何万本までも用いて配置され得る。フ
ァイバは、コーティング（被覆）されていてもいなくてもよく、クラッドされていてもさ
れていなくもよく、直径が５０ミクロン～７００ミクロンの範囲にあり得る。ファイバ束
の形状は、円形または矩形であってよい。特定の構成において、矩形の６０本×６０本の
ファイバ束は、３６００本の個々のファイバを含み、これらのファイバの各々が、別々の
組織部位に関する温度情報をもたらす。別の実施形態において、単一のファイバ１２５が
シャフト１１０内に収容される。一実施形態において、ファイバ又は複数のファイバは、
ゲルマニウム及び／又はハロゲン化銀から構成されるが、多数のタイプのファイバが用い
られることができ、これらは、例えば、ゲルマニウム、ヒ素、セレン、硫黄、テルル、ハ
ロゲン化銀、及びこれらの組合せから成る群から選択される材料から成るファイバである
。テキサス州、ガーランドのアモルファスマテリアル社(Amorphous Materials Inc.)は、
使用可能な光ファイバの製造業者であり、例えば、この社の製品（ＡＭＴＩＲ－１、ＡＭ
ＴＩＲ－２、ＡＭＴＩＲ－３、ＡＭＴＩＲ－４、ＡＭＴＩＲ－５、ＡＭＴＩＲ－６及びＣ
Ｉ）を用いることが可能である。
【００９７】
　光ファイバ束１３０の遠位端は、レンズ１２２を通過した赤外又はその他の放射が各フ
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ァイバ１２５のベベル（斜切）された(beveled)端部により受光されるように、所定の角
度で配置されている。ベベル角度は、受け取った放射の吸収を最大化するように選択され
得る。特定の実施形態において、４５度のベベル角度が用いられる。ファイバ束１３０は
、回転（例えば、完全な３６０度回転）されることができ、これは、１以上の回転駆動組
立体（例えば、医療用イメージング（撮像）装置業界にて用いられている、ファイバ又は
ファイバ束を回転させるための駆動組立体）（図示せず）により行われる。或いは、部分
的な回転（１８０度以下、又は、９０度以下）も、例えば、管腔（例えば患者の食道）の
全周よりも狭範囲の画像を作成するために行われ得る。
【００９８】
　センサ組立体（図示されていないが、典型的に、シャフト１１０の近位側にあり、又は
、シャフト１１０の近位部に含まれている）がファイバ束１３０に連通している。センサ
組立体（典型的には、赤外センサのアレイを含む赤外センサ組立体）は、レンズ１２２を
通過して光ファイバ束１３０に入った放射線信号を受信する。レンズ１２２は、放射を方
向付け、集束し、又はそれ以外の方法でレンズ１２２を通過させて光ファイバ束１３０の
ベベル端上に到達させる、周方向のリングとして示されている。
【００９９】
　ここで、図７を参照すると、本発明の概念による側視型の温度プローブの断面図が示さ
れており、このプローブは、センサ組立体、及び、部分的に周方向に延在する（部分周）
レンズを含む、拡大された遠位部を含む。装置１００が、センサ組立体１２０及び駆動シ
ャフト１２４を取り囲むシャフト１１０を含む。部分周レンズ１２２がセンサ組立体１２
０に関連して配置されている。別の実施形態において、レンズ１２２は完全周（例えば３
６０度）レンズである（例えば、センサ組立体１２０が完全３６０度視野センサである場
合）。レンズ１２２は、放射を方向付け、集束し、又はそれ以外の方法で通過させてセン
サ組立体１２０上に到達させるように構成及び配置されている。レンズ１２２は、先に記
載した赤外透過ファイバの材料と同一の材料群から選択され得る。
【０１００】
　センサ組立体１２０は、典型的に、赤外センサアレイ（典型的には、赤外ＣＣＤアレイ
）、又は、赤外光情報を記録するように構成されたその他のアレイを含む。赤外アレイは
、画素アレイ（例えば、最小の１０画素×１０画素のアレイ）に基づいて温度マップを生
成するように構成され得る。１００画素×１００画素又はそれより多くの画素を有するア
レイも、例えば、食道組織の領域（患者の心臓付近の領域においては１インチ（２．５４
ｃｍ）以上の長さを有する）を表示するために用いられ得る。センサ組立体１２０は集積
回路を含み得る。これは、例えば、以下の機能、すなわち、センサ組立体１２０が受信し
た信号を処理する、信号を多重化する、信号をフィルタリングする、信号を結合する、信
号を増幅する、及び、光ファイバ伝送のために電気信号を光学的信号に変換する、のうち
１以上を実行するためである。
【０１０１】
　センサ組立体１２０は、例えばセンサ組立体をレンズ１２２に関連して配置するために
、シャフト１２４に機械的に接続している。レンズ１２２は、視られている部位を拡大又
は縮小するために用いられることができ、また、視野を拡大するために用いられ得る。レ
ンズ１２２は、可視光カメラにて用いられる構造と類似の構造で、手動で又は自動的に焦
点合わせされるように構成され得る。さらに、シャフト１２４は、装置１００の近位部へ
の情報伝達導管（コンジット）として機能するように構成され得る。例えば、シャフト１
２４は、センサ組立体１２０との間で、情報及び／又は電力のやりとりを行うために用い
られ得る。典型的に、シャフト１２４は、センサ組立体１２０と連通するワイヤ（電線）
の束を含む。しかし、別の実施形態において、シャフト１２４は光ファイバを含むことが
でき、そして、センサ組立体１２０が、センサ情報を光学データに変換するように構成さ
れた電子機器を含む。
【０１０２】
　さらに別の実施形態において、シャフト１２４は、完全な３６０度回転を、１以上の回



(39) JP 2014-508547 A 2014.4.10

10

20

30

40

50

転駆動組立体（図示せず）を用いて行い得る。或いは、１８０度以下又は９０度以下の部
分的な回転も行われ得る。この場合、レンズ１２２は、典型的には３６０度であるか、又
は、センサ組立体１２０の運動に適応するように十分な周方向部分であろう。
【０１０３】
　ここで、図８を参照すると、本発明の概念による側視型の温度プローブの断面図が示さ
れており、このプローブは、近位部に取り付けられるように構成された遠位部を含む。装
置１００はシャフト１１０を含み、シャフト１１０は、コネクタ１１１を介してセンサ組
立体１２０に電気機械的に取り付け可能であり、従って、センサ１２０及びセンサ１２０
の近位側の全ての部品が再使用され得る。シャフト１１０及びファイバ１２５は、使い捨
て（例えば、１人の患者に１回のみの使用若しくは使用制限）されても、又は、再使用可
能であってもよい。
【０１０４】
　センサ１２０がファイバ１２５の近位部に光学的に位置合わせされており、尚且つ、レ
ンズ１２２がファイバ１２５のベベル状遠位端に沿って配置されている。この配置は、レ
ンズ１２２が、特定の構造及び位置決めに応じて側方又は前方を視ること可能にする。
【０１０５】
　ここで、図９ａ及び図９ｂを参照すると、本発明の概念による前方視型(forward looki
ng)ＲＦ温度プローブの側方断面図及び端部断面が示されている。装置１００は、ファイ
バ１２５の近位側に配置されたセンサ１２０、及び、装置１００の遠位端のアブレーショ
ン要素１６０を含む。典型的に、アブレーション要素１６０はプラチナ－イリジウム電極
から構成される。アブレーション要素１６０はエネルギ発生器（例えば、ＲＦエネルギ発
生器）に、例えば、装置１００の近位端まで延在する電線（図示せず）を介して取り付け
られ得る。アブレーション要素１６０は、処置されるべき組織の付近に配置されるように
構成及び配置されており、これらの処置は、アブレーション、変性、切除、除去、収縮な
どを含むがこれらに限定されない。
【０１０６】
　レンズ１２２がファイバ１２５と組み合わされ、協働して、周囲の組織（例えば、焼灼
されるべき組織、及び、焼灼されるべき組織付近の組織（例えば、損傷されるべきでない
組織））を視認する。これにより、臨床医は、標的組織が所望の温度に既に達し、且つ／
又は、非標的組織が所望の温度を超えていない場合に通知され得る。例えば、腫瘍を焼灼
する場合、腫瘍が完全に除去されていなければ手術後に癌が再発し又は広がる場合がある
。これは、腫瘍が血管に近い場合に生じることがある。血管が、腫瘍が所望の温度に達す
ることを妨げるヒートシンクとして作用するのである。
【０１０７】
　ここで、図１０を参照すると、本発明の概念による側視型温度プローブの断面図が示さ
れており、このプローブは、魔法瓶(thermos)構造を含む。装置１００の魔法瓶構造は、
シャフト１１０と中空管１１７（典型的に、鏡面ガラスから構成される）との間に真空を
つくることにより達成される。この特定の実施形態は、中空管１１７を熱的に安定の環境
に維持するために用いられ得る。例えば、赤外線がレンズ１２２を透過し、ミラー１２６
を介してセンサ組立体１２０へと反射されるときに、ノイズ（例えば、エラー及び不正確
性）を最小化し得る。さらに、魔法瓶構造は、中空管１１７の温度が、システム１０によ
り形成された画像に衝撃を与えることを防止する。
【０１０８】
　ミラー１２６は、長手方向路を移動するように、又は、移動組立体（図示せず）により
回転するように構成され得る。或いは、又は、さらに、装置１００は、複数のミラーを有
し得る。
【０１０９】
　部分周レンズ１２２が、センサ組立体１２０に関連して配置されている。別の実施形態
において、レンズ１２２は全周（例えば３６０度）レンズである（例えば、センサ組立体
１２０が完全な３６０度視認センサである場合）。
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【０１１０】
　さらに、この例示は、上記の図８で記載したような、コネクタ１１１を介して電気機械
的に取り付け可能な設計を含む。しかし、この装置が固定構造を含んでもよい。
【０１１１】
　ここで、図１１を参照すると、本発明の概念による側視型温度プローブが示されている
。このプローブは拡張可能な遠位部を含み、この遠位部において、一体的なセンサアレイ
が、患者の組織温度を、組織に直接接触することにより測定する。シャフト１１０の遠位
端を含む装置１００は、膜（バルーン１８５（拡張位置にて示されている））を含む。バ
ルーン１８５は、中空であっても、又は、バルーン１８５が拡張されたときに空気がバル
ーン１８５の中央を通過することを可能にできる管を有してもよい。
【０１１２】
　バルーン１８５は、その表面上に複数のセンサ１２１を含む。好ましい実施形態におい
て、センサ１２１は、バルーン１８５の表面全体を占有している熱電対である。或いは、
センサ１２１は、バルーン１８５の一部を占有してもよい。典型的に、バルーン１８５は
、約１０個のセンサ１２１を含み、より典型的には、１００個のセンサ１２１を含む。好
ましい実施形態において、センサ１２１は、互いにほぼ等距離間隔で配置され、その間隔
距離は０．２ｍｍ未満である。或いは、センサ１２１を、隣り合うセンサ１２１から１．
０ｍｍ未満の間隔で配置してもよい。
【０１１３】
　展延性の部材１１９が、シャフト１１０の外面上に配置され、且つ／又は、シャフト１
１０の内壁及び外壁内に埋め込まれ得る。展延性部材１１９は、装置１００の遠位部の塑
性変形を可能にする。例えば、臨床医は装置１００を、患者の生体構造（例えば、患者の
食道）に適応させるために曲げ得る。
【０１１４】
　ここで、図１２を参照すると、本発明の概念によるシステムの概略図が示されており、
このシステムにおいて、管腔温度測定装置がエネルギ送達ユニットに取り付けられ、組織
アブレーションシステムに組み込まれる可能性を示している。システム１０が、装置１０
０及びアブレーションシステム２５０を含む。
【０１１５】
　アブレーションシステム２５０は、アブレーション要素（例えば、電極、低温バルーン
、超音波クリスタルなど）を備えたアブレーションカテーテル２５３を含む。システム２
５０は、さらに、アブレーションカテーテル情報、ＥＫＧ（心電図）情報、エネルギ送達
情報、及びその他の情報を示し得るモニタ２５５を含む。さらに、ディスプレイ１５５が
、先に図１にて記載した温度マップ１５６の情報を示す。或いは、ディスプレイ１５５を
モニタ２５５に組み込んでもよい。
【０１１６】
　アブレーションシステム２５０は、さらに、様々なタイプのエネルギを送達し得るエネ
ルギ送達ユニット２５１を含む。これらのエネルギは、高周波（ＲＦ）エネルギ、レーザ
エネルギ、低温（極低温）エネルギ、亜音速エネルギ、音響エネルギ、超音波エネルギ、
マイクロ波エネルギ、化学エネルギ、及びこれらの組合せを含む。エネルギ送達ユニット
２５１はユーザインタフェース２５２を含み、インタフェース２５２は、装置１００及び
アブレーションカテーテル２５３と協働して用いられる１以上の制御部(control)を含み
得る。さらに、信号アナライザを、ユニット２５１及び装置１００、及び／又は別の装置
に組み込むことも可能である。ユーザインタフェース２５２は、ユニット２５１及び／又
はアラームシステムの調節可能な制御（例えば緊急遮断）及び、上記に図１において記載
した信号アナライザにより発生されるデータを含む。
【０１１７】
　或いは、又は、さらに、システム１０の全ての構成要素が、履歴的データ（例えば、複
数の患者部位の履歴値）を記録するためのメモリ記憶装置を含み得る（これもまた先に図
１にて記載した）。
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【０１１８】
　ここで、図１３を参照すると、本発明の概念による側視型の温度プローブが患者の身体
管腔（例えば食道）内に配置された状態の断面図が示されており、この装置は、組織を引
張る(tensioning)一体的な組立体を含む。装置１００は外側シース１１５を含み、外側シ
ース１１５は、スライド可能にシャフト１１０を取り囲んでいる。さらに、拡張可能なケ
ージ１８５が、典型的には装置１００の近位部に配置され、患者の食道壁に半径方向にて
接触するように構成されている。拡張可能なケージ１８５は、臨床医が命令した時に制御
機構（図示せず）を介して拡張され得る。
【０１１９】
　拡張可能なケージ１８５’は、外側シース１１５に、近位方向に加えられる力が管腔壁
組織を引張り、それにより、組織面の均一な除去をもたらすように取り付けられることが
でき、これにより、例えば、組織の一部内に隠れているためにレンズ１２２及びセンサ組
立体１２０の視野外にある１以上の裂け目を除去し得る。或いは、又は、さらに、ケージ
１８５及び／又は１８５’は患者の組織を半径方向に引張り得る。或いは、又は、さらに
、ケージ１８５及び／又は１８５は’レンズ１２２及びセンサ組立体１２０を、患者の管
腔内に（例えば、管腔の中心に）明確に配置する。
【０１２０】
　拡張可能なケージ１８５及び／又は１８５’は、シャフト１１０と外側シース１１５と
の間に加えられる力がケージ１８５及び／又は１８５’の間の組織を引張るように患者の
組織と接触するよう構成されたままで、多数の形態で配置され得る。例えば、ケージ１８
５及び／又は１８５’は、気体（例えば、空気）又は、液体（例えば、生理食塩水）を充
填することにより拡張し得るバルーンを含み得る。また、ケージ１８５及び／又は１８５
’は、ステント、若しくは対向フィンガ、スポーク、又はその他の突出物であってよい。
或いは、又は、さらに、ケージ１８５及び／又は１８５’は、形状記憶装置を含み得る。
【０１２１】
　この実施形態において、部分周レンズ１２２が、センサ組立体１２０に関連して配置さ
れる。別の実施形態において、レンズ１２２は、全周（例えば３６０度）レンズである（
例えば、センサ組立体１２０が完全な３６０度視認センサである場合）。
【０１２２】
　装置１００は管１１８を含み、管１１８は、装置１００の近位部から装置１００の近位
端上のポート（例えば、図１のポート１０５ａ及び／又は１０５ｂ）に流体を運ぶために
用いられ得る。これらの流体の例は、冷却液体（例えば生理食塩水）、治療薬若しくはそ
の他の薬剤、又はこれらの組合せを含む。
【０１２３】
　別の実施形態において、センサが、拡張可能なケージ１８５及び／又は１８５’内に、
患者の体温、圧力、ｐＨ及び／又はその他の生理学的パラメータを測定するために、配置
され得る。
【０１２４】
　さらに別の実施形態において、外側シース１１５及び拡張可能なケージ１８５’は、装
置１００のその他の部品と協働する１つの独立した装置であり得る。
【０１２５】
　ここで、図１４を参照すると、本発明の概念による側視型の温度プローブが患者の身体
管腔（例えば食道）内に配置された状態の断面図が示されており、この装置は、一体的な
位置決め部材及び流体注入ポートを有する。装置１００は、レンズ１２２の近位側及び／
又は遠位側に配置された位置決め部材１８５ａ及び１８５ｂを含む。部材１８５ａと部材
１８５ｂとは、装置１００の遠位部を位置決めし、また、患者の管腔内で非対称に配置さ
れるように構成されている。位置決め部材１８５ａ及び１８５ｂのタイプは、以上に図１
３にて記載した部材と類似である。
【０１２６】
　また、装置１００は、複数の患者部位を冷却又は加温するように構成された組織温度変
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更組立体も含み得る。組織を冷やすために吸熱反応が生じ、組織を温めるために放熱反応
が生じることになる。
【０１２７】
　或いは、又は、さらに、流体が、ポート１１６ａ及び／又はポート１１６ｂから、組織
を冷却し又は加温する（例えば、加熱された生理食塩水による）ために放出され得る。ま
た、ポート１１６ａ及び／又はポート１１６ｂから出る前の流体を冷却又は加温するため
に、ペルチェ素子を含んでもよい。
【０１２８】
　別の実施形態において、流体注入ポート１１６ａ及び／又はポート１１６ｂを含む別個
のカテーテル装置を、装置１００の遠位部に含んでもよい。
【０１２９】
　ここで、図１５Ａを参照すると、本発明の概念による側視型の温度プローブの側面図が
示されており、このプローブは、装置のレンズをクリーニング（掃除）するために前進及
び／又は後退され得る外側シースを含む。装置１００は、クリーニング組立体１８０（シ
ャフト１１０を固定的に取り囲む、スライド可能なシース）を含み、また、このシースの
遠位端に配置されたエッジ１８１を含む。
【０１３０】
　クリーニング組立体１８０は、エッジ１８１と協働して、残屑（例えば、粘液、血液、
又は他の生物学的物質若しくは非生物学的汚染物）をレンズ１２２から除去するために、
例えば、装置１００が身体部位（例えば、食道又はその他の身体管腔）内に配置されると
きに用いられ得る。センサ組立体の部品（例えばミラー、レンズ（例えばレンズ１２２）
、及び／又は、１以上の赤外センサアレイ（（図示されていないが、本明細書に含まれる
その他の図面を参照しつつ詳細に記載されている））が、使用中に、レンズ１２２上の残
屑により不都合な影響を受ける場合があり、少なくとも１回のクリーニングが必要であろ
う。
【０１３１】
　クリーニング組立体１８０及びエッジ１８１は、図１５Ｂに示されているようにクリー
ニング組立体１８０を前進させてエッジ１８１にレンズ１２２から残屑を拭き取らせるこ
とにより、拭き取り（ワイピング）機能を実行する。レンズ１２２をクリーニングするた
めに前後運動の繰り返しを用いることができ、また、１以上のクリーニング流体（例えば
、生理食塩水）をポートから送達し得る。このポートは図示されていないが、以下に、図
１６を参照しつつ説明するように、典型的にエッジ１８１の付近にある。
【０１３２】
　別の実施形態において、装置１００は複数のクリーニング組立体１８０を含むことがで
き、クリーニング組立体の各々が使い捨て可能である。例えば、第１のクリーニング組立
体が１人の患者に用いられ、第２のクリーニング組立体が、同一の患者又は異なる患者に
用いられ得る。さらに別の実施形態において、クリーニング組立体１８０は、装置１００
から着脱可能であり得る。或いは、又は、さらに、クリーニング組立体１８０は、長手方
向のスリット１８３を有することができ、これが、シャフト１１０が患者の管腔内に配置
されている間にシャフト１１０に側方から取り付けることを可能にし、また、１回の処置
中に１つ以上のクリーニング組立体１８０をシャフト１１０に１回以上側方から取り付け
ることも可能である。
【０１３３】
　ここで、図１６を参照すると、本発明の概念による側視型温度プローブが患者の身体管
腔（例えば食道）内に配置された状態の側方断面図が示されており、この装置は、プロー
ブのレンズ又はその他の部分から残屑を除去するように設計されたクリーニング組立体を
含む。装置１００は、シャフト１１０及びセンサ組立体１２０を含み、センサ組立体１２
０は、装置１００の遠位部に配置されて、複数の患者部位に関する温度情報を提供するよ
うに構成されている。管１１８がポート（図示せず）に接続している。このポートは、典
型的に、標準的なルアーコネクタであり、装置１００の近位端に配置され、これにより、
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注入送達装置（例えばシリンジ又はポンプ）がクリーニング媒体１８２を、管１１８内を
通して分与し、ポート１１６から放出する。ポート１１６は、ノズル又はその他の流れ方
向付け部(flow direct)を含むことができ、これにより、クリーニング媒体１８２を、レ
ンズ１２２及び／若しくは光学部品、又は、装置１００のその他の部品上に方向付ける。
クリーニング媒体１８２は、液体又は気体であってよく、典型的には、生理食塩水である
。或いは、又は、さらに、クリーニング媒体は、生理食塩水又はその他の生物学的に適合
可能な材料であってよく、クリーニング剤、例えば、洗剤を含み得る。さらに、クリーニ
ング媒体１８２は加温又は冷却され得る。
【０１３４】
　装置１００は、第２のクリーニング組立体を含み得る。例えば、第２のポートが、管１
１８又は異なる管に、例えば、レンズ１２２の別の部分又は装置１００の別の部分から残
屑を除去するために接続され得る。
【０１３５】
　ここで、図１７を参照すると、本発明の概念による側視型の温度プローブの側方部分断
面図が示されており、このプローブは、一体的な温度安定化組立体を含む。この温度安定
化組立体は、温度プローブの１以上の部品の、変化した又は変化している温度による影響
を低減又は排除することにより複数の患者部位の温度マップの品質を高めるように構成及
び配置されている。ミラー１２６がレンズ１２２と協働して、放射（例えば赤外放射）を
、シャフト１１０内で近位方向に伝送し、１以上のセンサ組立体（図示されていないが、
典型的に、装置１００のハンドル若しくはその他の近位部、又は、装置１００に接続され
た電子ユニット内に配置される）に到達させる。ミラー１２６及びレンズ１２２は、さら
に、先に図１０に示したように、装置１００が複数の患者部位の温度マップを生成するよ
うに構成され得る。
【０１３６】
　図１７の装置１００は、魔法瓶構造及び循環流体通路を含み、これらは、それぞれ独立
に、又は協働して、シャフト１１０、ミラー１２６、レンズ１２２、及び／又は、装置１
００の別の部品若しくは部品の一部を一定の温度に維持することを補助する。これは、例
えば、装置１００により生成される温度マップの品質を低下させる赤外放射の影響を低減
するためである。
【０１３７】
　シャフト１１０は外側シース１１５内に魔法瓶状の構造で配置され、これにより、装置
１００の内の１以上の部品及び空間を、比較的等温状態に維持する。シャフト１１０の外
面及び／又は外側シース１１５の内面は、鏡面又はその他の反射面を有し得る。シャフト
１１０は、魔法瓶状装置に共通の、鏡面を有するガラス材料を含むことができ、これが、
シャフト１１０への、又はシャフト１１０からの熱伝達を回避するために用いられる。
【０１３８】
　或いは、又は、さらに、装置１００は、流体が、シャフト１１０と外側シース１１５と
の間の空間１３１Ａ及び空間１３１Ｂを通って、装置１００の遠位端の通し穴１３２を出
ることを可能にするように構成されることができ、これにより、例えば、シャフト１１０
、レンズ１２２、及び／又はミラー１２６を、安定した一定の温度状態に維持し得る。流
体は、シャフト１１０の周囲に、例えば、シャフト１１０、又は、装置１００の別の部品
を加温又は冷却するように送達され得る。流体又は装置１００の部品の温度を、上昇、低
下、又は安定させるために、加熱及び／又は冷却組立体（例えば、ペルチェ素子）を用い
てもよい。一実施形態において、温度は、体温よりも高温又は低温に維持される。
【０１３９】
　装置１００は温度センサ１６３を含む。温度センサ１６３は、典型的に、リング形状で
あり、外側シース１１５、シャフト１１０、及び／又は、外側シース１１５及びシャフト
１１０を通って流れる流体の温度をモニタするように構成されている。さらに、センサ１
６３は、装置１００が配置されている環境（例えば、装置１００の周囲の患者の組織）の
温度をモニタし得る。センサ１６３は、閉ループ温度制御を達成することができるように
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流体送達装置又は熱交換装置にフィードバックされる温度情報を提供するために用いられ
得る。或いは、又は、さらに、１以上のセンサ１６３が、温度以外のパラメータを検出す
ることが可能であり、例えば、圧力、電磁気的状態、生理学的パラメータ、又はその他の
状態を測定するように構成されるセンサであり得る。
【０１４０】
　温度安定化組立体を装置１００内に一体化することの、考えられ得る利点は、装置１０
０の任意の部品又は任意の部品の一部の、変化した又は変化している温度（例えば、シャ
フト１１０、レンズ１２２、ミラー１２６、及び／又は、シャフト１１０の別の部品若し
くは一部の温度変化）による不都合な影響を低減することにより、装置１００の性能が向
上されることである。
【０１４１】
　ここで、図１８を参照すると、温度情報を分析及び／又は処理して複数の患者部位の温
度マップを生成するための方法のフローチャートが示されている。第１のステップにおい
て、本発明の概念によるセンサ組立体、及び／又は、システムの別の部品若しくは組立体
から受信した情報が、例えば、１以上の画像処理又はその他のアルゴリズムを用いて分析
及び／又は処理される。この分析及び／又は処理の結果として複数の患者部位の温度マッ
プが表示される。このシステムは、ユーザ（例えば臨床医）が温度又はその他のデータを
分析することを可能にする多くの特徴を含む。多数の画像安定化アルゴリズム（例えば、
本発明の概念による温度プローブに含まれる加速度計に基づいた画像安定化アルゴリズム
）が用いられ得る。
【０１４２】
　このシステムは、手動又は自動のパンニング機能及びズーミング機能を含み得る。例え
ば、自動ズーム性能が、組織温度が上昇した領域に臨床医がズームインすることを可能に
する。一実施形態において、ディスプレイ周囲の外側の、又はディスプレイの境界に沿っ
た領域の温度が上昇した場合、ディスプレイは、操作入力の有無に関わらず自動的に再配
置及び／又はズームアウトし得る。別の実施形態において、装置によりモニタされている
組織領域が、現在は視認されてはいない温度変化を含む場合、表示される情報は、自動的
に（例えば、ズームアウト、又は、同じズームでの再配置により）変化し得る。
【０１４３】
　このシステムのさらなる分析性能がアラート検出部品を含み、このアラート検出部品は
、組織の温度が所望の若しくは予測された温度よりも上昇又は下降した場合、及び／又は
、所望の若しくは予測温度の範囲外にある場合に臨床医に警告し得る。例えば、所望の組
織温度が３７℃であり、且つ、１以上の組織部位が５０℃に達した場合、臨床医は警告さ
れ得る。或いは、又は、さらに、温度情報の数学的又はその他の処理（例えば、１以上の
組織部位の、時間経過における温度を積分するアルゴリズム）に基づいた１以上のアラー
トが含まれ得る。
【０１４４】
　装置のデータ分析は、不一致（例えば、予め決められた１以上の境界条件外の１以上の
読み取り）を検出するように構成されたエラーチェックアルゴリズムを含み得る。例えば
、１０，０００個のデータポイントが３７℃を読み取り、且つ、１つのデータポイントが
５０℃を読み取っている場合、システムはこれを検出して、５０℃が不正確であると臨床
医に警告する。
【０１４５】
　図１に関して記載したように、システム１０は、アラート装置、例えば可聴トランスデ
ューサを含み得る。可聴トランスデューサは、温度の分析に相関する音声を生成するよう
に構成されることができる。例えば、組織温度が所望の温度を超えた場合、連続ビープ音
が鳴り得る。別の例において、１以上の音声が、温度関連情報（例えば、処理された温度
情報）を示す。これらの情報は、多数の場所からの累積温度、平均温度、最大温度、閾値
を上回る温度、及びこれらの組合せを含むがこれらに限定されない。生成された音声は、
１以上の温度、又は、周波数、音声パターン、及び音量の１以上に基づいて計算された温
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度値を示し得る。
【０１４６】
　或いは、又は、さらに、可視トランスデューサ（例えば、ＬＥＤ）がシステム内に含ま
れ得る。この場合、組織温度が所望の温度を超えた場合に光が点滅し得る。或いは、点滅
のパターン及び／又は光強度が温度関連情報を示し得る。
【０１４７】
　このシステムは、さらに、ノイズ低減アルゴリズムを含むことができ、このシステムは
、知られているノイズ源（例えば、赤外放射源）をフィルタリングし得る。
【０１４８】
　また、このシステムは、較正組立体を含むことができ、較正組立体は、起動又はその他
のシステム状態（例えば、各新規患者の使用のための）に不可欠なサブルーチンを含み得
る。或いは、又は、さらに、較正組立体は、装置付近又は装置内で較正基準を用い得る。
【０１４９】
　温度マップに加えて、さらなる情報を処理及び／又は分析し得る。例えば、可視光セン
サ（例えばＣＣＤカメラ）、超音波イメージング装置などから受信した情報を、このシス
テムにより分析及び処理し得る。
【０１５０】
　温度マップを表示することに加え、制御信号が、本発明の概念によるセンサ組立体から
受信した温度情報の分析及び／又は処理に基づいて生成され得る。一実施形態において、
フィードバック回路を含むことができ、このフィードバック回路は、エネルギ送達ユニッ
ト（例えば、患者の心臓を焼灼するために配置された装置にアブレーションエネルギを証
明するために用いられるエネルギ送達ユニット）を制御するために用いられる。例えば、
データ分析による特定の結果が、エネルギ送達ユニットから送達されるエネルギ量を停止
又は修正（例えば、増大又は減少）し得る。一実施形態において、エネルギ送達装置は、
装置又はシステムに取り付けられなければエネルギをシステムに送達することができない
。さらに、又は、或いは、フィードバック回路が、冷却及び／又は加温組立体（例えば、
測定された温度が閾値を超えて上昇した場合、又は下回った場合に組織を冷却及び／又は
加温するように構成された冷却及び／又は加温組立体）を制御し得る。
【０１５１】
　ここで、図１９を参照すると、本発明の概念による側視型の温度プローブの側面図が示
されており、このプローブは、回転可能な駆動シャフトに取り付けられたセンサに加えて
、再使用可能な部分及び使い捨ての部分を含む。装置１００が、複数の患者部位の温度マ
ップを表示することができるように温度情報を提供するよう構成及び配置されたセンサ１
２１を含む。センサ１２１は、シャフト１１０内で近位方向に延在する駆動シャフト１２
３の遠位端に固定的に取り付けられている。駆動シャフト１２３は、光ファイバであり得
る（例えば、センサ１２１がファイバの改良端部(modified end)であり、且つ／又は、レ
ンズ又はミラーがファイバの端部に取り付けられている場合）。駆動シャフト１２３は、
１以上の導線を含み得る（例えば、センサ１２１が、駆動シャフト１２３の導線を通じて
情報を伝達する電子組立体である場合）。レンズ１２２は、外側シース１１５上の、セン
サ１２１付近の長手方向位置に配置されている。
【０１５２】
　一実施形態において、駆動シャフト１２３は、センサ１２１を回転させ、センサ１２１
が部分周レンズ１２２（例えば、シース１１５の周の９０度又は１８０度にわたるレンズ
）を通して視認することを可能にする。センサ１２１の回転は、円形路にて連続的であっ
てよく、すなわち、ビューウィンド内の空間を出発し、レンズ１２２の部分周を通過して
回転する。或いは、センサ１２１の回転は往復移動であってもよい（すなわち、レンズ１
２２の部分周内での視認を維持するための前後運動（例えば、少なくとも１ｍｍ、典型的
には１０ｍｍ～８０ｍｍ、より典型的には少なくとも２０ｍｍの距離にわたる並進移動）
）。或いは、レンズ１２２の範囲がより広く、例えば３６０度であり、そして、センサ１
２１がシャフト１２１により連続的に回転されるときにセンサ１２１は連続視認性能を有
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【０１５３】
　典型的な実施形態において、線形駆動組立体１７０がシャフト１２３に動作可能に接続
されており、シャフト１２３は回転し、また、軸方向に前後運動で移動する。この技術は
、血管内超音波３次元イメージング製品にて現在用いられている。この特定の実施形態に
おいて、センサ１２１は、レンズ１２２の面領域の実質的に全てにわたり視認することが
できる。特定の実施形態において、装置１００は、位置決め部材１８５（図１３にて以上
に記載したような部材）及び外側シース１１５を含み、これらは典型的に滅菌状態で提供
され、一方、線形駆動組立体１７０及びシャフト１１０は非滅菌であってもよい。或いは
、又は、さらに、位置決め部材１８５及び外側シース１１５は使い捨て（例えば、１人の
患者に１回の使用のみ、若しくは制限使用）であってよく、一方、線形駆動組立体１７０
及びシャフト１１０は複数の患者の処置に用いてよい。
【０１５４】
　本発明の装置及び方法の好ましい実施形態を、これらが展開される環境に関して記載し
てきたが、これらは、単に、発明の概念の原理を例示するに過ぎない。本発明の概念を実
行するための、上記の組立体、その他の実施形態、構造、及び方法の、変更及び組合せ、
並びに、当業者には明確な本発明の概念の態様の変型が、特許請求の範囲内に含まれるも
のとする。さらに、本出願が、方法及び手順のステップを特定の順序で記載している場合
、何らかの環境においては、幾つかのステップを実行する順序を変更することが可能であ
り、又は適切な場合もある。また、以下に記載する方法又は手順クレームの特定のステッ
プが特定の順番であるとは、このような順序の特定性が特許請求の範囲にて明確に述べら
れていない限り、解釈されるべきでない。

【図１】 【図２Ａ】
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【図１０】
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【図１５Ａ】 【図１５Ｂ】

【図１６】 【図１７】
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摘要(译)

提供了一种用于患者的温度测量探针。探针包括传感器组件并产生包括
多个患者位置的温度信息的温度图。
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